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は じ め

当教育研究所が笑施している 「中学校カウンセラー長期研修J (資料 I33ページ参照のこと ，以下

係修と略す)(tLついては，研修K参加する研修員とわれわれ研修担当所員とが，ともKカウンセラー

( COUlS巴lor 商接相談.却としての資質を培うための自己研修K励みあう機会であると考えている。

との研修構想、やその実施内容K関しては ，今後検討され配慮されてよい問題があると思われるので ，研

修の実施状況や実態を究明し評価する研究が必要であろう。

との研究は ，研修構想、やその実施内容の充実改善 ・研修担当所員の資質向上衣どに資するために ，研

修の基礎的問題をと bあげ，その実施状況や笑態を究明し評価するととを目的とするものである。とと

に記す研究内容は ，研修内容のうち，特K重要視しているカウンセリング (counseling面接相談)κ

関する一実習，ローノレ・プレイング (role-playing method 役割演技法)1) vcよるカウンセリング

の継続的実習(資料 n33ページ参照のとと，以下 実習と略す〉をと bあlf，実習の状況や実態を究

明し評価するため(tL，第 1年次研究(昭和 39年度)2) vc引き続き実施した第2年次研究K関するもの

である。

カウンセリングは自己研修Kまつ実践であるので ，カウンセラーとしての資質を培うためには ，クラ

イエント(cl ient 来談者)との接触Kよる経験事実効おら ，自己自身κ篭った方向K学ぶ ζ とが望まれ

る。

経験事実K学ぶというととは ，自己自身の肯定的経験のうちに行なわれる営みであり， 自己自身のう

ちVC，その峰験事笑を統合し具現する ζ とにある。

研究でとタあげる問題は，実習に参加する人自身が ，笑習の対人接触による経験事実を ，どのように

学んでいるかというととであ t ，特Kその意識的な一側面をと bあげ ，ζれをととでは実習紐験の意識

的諸相というととKする。突習経験の意識的諸相は ，実習事態K関ナる心玉虫的適応の状態、がどのようで

あるかを表わすものであタ ，実習経験の意識的諸相，あるいは，実習事態K関する心理的適応の状態は ，

個人的次元になける笑習効果そのものを示すものであると考える。

m2年次研究は ，第 1年次研究の追試を含むものであり，実習経験の意識的諸相の変化から実習効果

を究明し評価するためκ，自己に関する現象学的理論に属するロジャ ーズ (Rogers，C.R.)3)，9，コ

ムズとスニァグ (Colrlh，A.w.&Snygg，D.)9らの学説K基づ〈諸仮説を設定し ，諸検査 ・諸調

査を実施し儲十的分析検討を行なうととによって ，諸仮説を検証しようとするものである。

研
".n 

九 問 題

役割j遂行過程

ローノレ ・プレイングは ，モレノ (Moreno，J. L.) のサイコドラマ (psychodrama 心理劇)の技法

を応用するものであって ，人間関係の改善や訓練を目的κする一方法である。9との効果は ，多者的念



役割 (ro1e)の関係Kなける現実的場面から，自己の発見や自己認識 ，関係の洞察や|長j係認識などがえ

られる結果，認知的学習と経験的学習との統合，対人的感受性や社会性の臨成，情緒的緊張の解放左ど

があるといわれている09，S) 左右、 ，ζの方法Kよるカウンセリングの実習では ，カウンセリングの現

実的場面から ，その直接的経験がえられるので ，との実習方法は ，カウンセリングの学習に効果的左も

9) ，10) ，11) 
のであると指摘されている。 研修κなける実習方法は，研修員と研修担当所員とが ，カウン

セラー・クライエント・実習観察者などの役割を相互K交換 しあっ て，カウンセリングの現実的場面を

即興的に再現し観察しあうとともf'[，それらの経験κ基づく共同研究討議をあわせて行なうものである。

実習f'[::l除ける役割行動の過程，役割遂行過程は，自己と役割とのl剥係という社会心理学的念問題であ

り，役割遂行過程は役割理論(ro1 e theory)米から一応説明されよう。 12)

自我あるいは自己に闘する学説Kは，精神分析学的立場の学説，社会心理学的立場の学説，現象学的

出易の学説などがある。 13)精神分析学的立場の学説では，個人の行動の無意識的な構造的機能とその支

配統飢的i釘係が問題にされるが，新フロイド学派 (neufreudian)といわれるサリパン (Su11 ivan， H. 

S.) ，ホルナイ (Horney，K.) ，フロム (Fromm，E.)のーディナー (K3rdiner，A.) らの学説では ，

14) 
特K社会的，文化的要因が ，人間性の理解への基本的問題であると主張されている。 Jもともと人間性

の理解への社会的，文化的要因を重要視する社会.L思 学的立場の学説では ，個人の行動の社会化に結び

つぐ自己の内的念構造的機能が問題Kされるが，ミード仰巴ad，G.H.) のいう自己の主体的側面(1) 

と自己の客体的側南 (Me) とのどちらかを重要視するかにより，多少，趣を長V亡するさずー説が展開され

• 15) ，16) 
るととになる。ミート は，自己を IとMef'[わけて考え ，1とMeとの対応的関係から自己が

(注〉 来役割理論 (role theory) 

役割理論は ，個人の社会的あり方を示す社会的な位日 (position，あるいは地位..tautUG)，位置に伴う社会的な態度・価値

規準 ・行動綴式などの文化の総祢である役割 (role)から，社会的相互作用，社会的参加などを究明しようとする学泌Cあり，おも

に心理学，社会学，文牝人類学などの分野で研究されている。

社会学者コトレJν(Cottrell，L.S.)は，行動は自己と他と0役割の関係文脈(sel f -0 ther con text)においては鐙さ

れるとし，俊割を文化的標準的役割 (cu1turalrole，modal role)とそれにそわない個人的な独自的役割 (uniquerole) 

あるいは，逸脱的役割 (deri加 trole)とにわけている。心理学者サージェ川 (Sargen1，S.S.)は，事態にふさわしい行動

を役割行動(rolebeha、'ior)とし，役割行動はある程度はばのある行動的型 (behavior pattcrn)をもち，所属する集団・

階級・文化などによって異なり ，事態の知覚に基づく事態的役割 (situationalrole)であり，他から役割乾期持されるものによ

る行動であるという。役割としての行動，役割遂行(roleperfor m ance)は，事実花対する適応 の問窓である。 役割に

対する知覚.役割知覚(rolepercePti'>s) It ，適応への自己と他との位置づけである。役割への期待，役割期待(roleex-

pectation)には，行動的規定内容(権事I}的内容)と態度的規定内容(畿務的内容)とのこつの側面をもつものであるので，抱役との

社会的関係から役割期待を知覚して，役割遂行するζとによって自己の認知や評価が得られる結果，役割遂行が洗練され人格@成熟的変

容が生ずる。しかし，役割期待の不明確，役割知覚の不正確， 2つ以上の役割遂行，個人的な能力やレデネス(read ines s 準備体勢)

の欠如などの場合では，役割道行上に緊~ ・矛盾 ・ 葛藤などを伴いやすい。

との研究でとりあげτいる役割遂行に関しては.学説によっτ異なる見解とそれに基づ〈表現がなきれているが，表象化した現象的行

動であるという長では諸学説での見解が一致している設割遂行には.特定の役割に従事するという役割取得(roletaking) ， 

役割に準じて演ずるとい労金劃演技 (role pl符 ing)，役割を独創的に行なうという役割創造(rolecreat ing) ，役割期待

を知覚して行なうという役割実現(roleenactment)等がある。心理学者モレ/(Moreno， J. L.)は，生得的衝動として

自発性 (spontaneity):を強調し，自発性の発現とそれを規定する文化との関速において，個人は発展的に行動できるものと考え，自

発性の回復をめざすサイコドラマ(psychodrama心理劇)を提唱する。そう して，その多者約役割関係の事態Kおける個人の自発

性の発現状態を，役割取得，役割演技，役割創造とに区別する。心理学者サーピン (Sarbin， T. R.)ti ，人絡を自己と役割とを包括

するものとし，その内的な認知構造には，役割期待，役割知覚.位者l実現の三つの側面があるという。 ζの役割実現を社会心理学的に

みれば，ミ ード(Jvlead， G. H.)の役割厳技 (rojeplaying) .ニューカム (Newcomb，T.M.)の役割行動 (rolebe-

havior) ，サージェントの事態的役割 (si tuational rol e)と額似している。
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成立して自己と他者との対応|銅係から自己の社会的学習カ呼す念われるとし ，個人の社会的位置(地位)

に伴う役割の社会的学習の過程，役割取得過程 (role taking pr∞ess)を強制し ，役割取得の結来。1争
学習した態度 ・観念などの総体としてのMeの本質的機能を重要視している。モレノ ' は ，生得的

措本的衝動を自発佐:(s卯 ntaneity)であると考え ，個人の行動は一応社会的なもの伎化的固定型

cul tu日 1c∞seves) I'L規定されようが，自発性の発現Kょp行動I'I発展的K行なわれるとし ，自発性

lの，20)
としての Iの本質的指能を窓接視している。サーピン (Sarbin， T. R.) は ，人格 (persona-

1 i ty)を自己と役割とを包括するものとして考え ，経験の認知情造として自己をとらえ ，その中心構造

を経験的自己 (empirical sel f )とよぴ ，人格内の役割の書記知在、J椋能としてのMeV本質的機能を重

要祝している。本合・パー ドは1とMeとの調和的状態が適正、であるとし，モレノは自発性の発現による

諸機能(自発的行動性 ・自己の役割の創造性 ・自己表現の独自性 ・自己の変容出の共応的，統合側犬

態が適応であるとし，サーピンは役割の追切な認知K基づ〈人格を実現するとと(役割実現 role 

enactment)が適応であると している。

笑習の役割遂行過程は，カウンセラー ・クラ イエント ・実習観察者などの異なる役割の次元で行念わ

れるものであるが ， 役割遂行過程を一応まとめてみると ， 次K記述するとお~.!J κなる。 2 1)
実習Kかける役割遂行過程は ，実習事態K関する心理的適応の問題であ]?，それぞれの{錨1j(tL名古いて‘

他から自己の役割K期待されているものK応じられるよう(1(，自己の役割と他者の役割との関係文脈を

知!J，自己の欲求と役割とを主体的K統合し ，適切念役割を自発的K発展的K行なうという心理的過程

である。

実習方法K沿いて ，実習K参加する人が，カウンセラー・クライエント・実習観祭者;1どのそれぞれ

の役割を行なう ととK在るので，とれらの役割遂行過程の特徴を記述する。

実習I'LIo'けるカウンセラーの役割遂行過程は ，実滑の脇役的遂行過程に闘するものである。カウンセ

ラーの役割Kは .役割への期待(以下 役割期待 role 切 ecta ti∞ という) として，カウンセ リン
22) 

グの 「治療!'l:Io'ける人格変容 (personali ty change)の必要にしてじ中うぶん念条件J. .I(tL示されてい

るクライエント への積極的関心 (positiveregard) .共感的理解 (empathic understanding)と自

己自身の統合Kよる純粋性(genuineness )念どが求められるとすれば ，とれらをみたすととが望まれ

る。したがって ，カウンセラーとしての役割遂行過程は，役割K専心従事するという役割取得過程VC;1

るものと考えられる。 23)1.r沿 ，モνノは役答Ij取得過程を ，心身相関的役割 (psychosomatic role，自

己の役割をとるとと) ，心理品目的役割 (psychodramatic role，他者を認めたうえで自己の役割をと

るとと) ，社会劇的役割 (socialrole，自己が他者の役割をとるとと)の三つに区分してのる。

実習にま?けるクライエントの役割遂行巡程は ，笑習の主役的遂行過程に関ナるものである。クラ イエ

ントの役劃には ，

ントとしての役割遂行過程は ，自己自身の話題から架空の話題まで とりあげられるので ，役割取得から

創造的念役割演技までのはばの広い過程であると考えられる。

実習VC必ける実習観祭者の役制遂行jf:!!程は ，役割遂行過程とはいいがたいものであるが ，一応笑習の

観察的遂行過程K関するものであると考えられる。尖習観聖誕者の役割Kは，第三者的立場から実習を観

祭し批評するととも ~L ，観争認される実習事態と自己の実稗経験とを ，自己自身で比較検討するととが求
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められよう。

役割遂行過程は現象的事実であるので，いろいろなj{jt;点から検討するととができる。サーピン24)は ，

役割遂行としての役割実現を ，多様な役割遂行ができることや自己が分化するととでるる「役割の数の

次元J，役割遂行K心身 ともκ関与する状態やその参与度である 「生活体の次元J，役割の経験の意識

化ができるととやそれの言語的表現ができるととである 「接近性 ・報告可能性の次元J，役割(tCj'，~ける

共感的な経験である「もし ~ かのように (as if)の次元」とlて区男IJし，ζれらの次元は現象的に観

察的に把握されるという。とのサーピンの役割実現に関する分析的次元は ，役割理論K闘するものであ

るが，カウンセリングの過程κ関する研究では，シーマン (Seeman，J.)，スナイダー (Snyder，W. 

U.)らの言語的治療過程の分析的研究20，26) ロジャーズ ，ラプレン (Rablen，R.A.) ， ウォーカー

(Walker， A.は) らの治療過程評定尺!変の研究功 ，2め，2申などがあるので ，i:.;れらの研究K基づいて

実習の役割遂行過程を究明するととが可能である。事実第 1年次研究(I(j'，'いて，カウンセラーの役割k

bける言語的実習状況が，実習を継続実施するKしたがって ，ロジャリアン (Rogerian)来へ接近する

という想定で仮説を設定し，スナイダーのカウンセラ一範ちゅう3$左どによ b分析測定し統計的分析検

討をした結果 ，との仮説がキ定正されている。念む ，第 2年次研究では ，笑習効果をそれぞれの役割に合

ける役割遂行過程の総合的念実習経験によるものと考えるので，個人の主体的経験から実習効果を究明

しよう とする ものであって， 実習状況やその過程に関ナる観察的分析評定は実施し念いととにする。

実習(1(:t'ける役筈IJ遂行過程は，自 己と役割との関係、という社会心理学的な問題であり ，役割遂行過程

は役割理論から一応説明される。 しかし， ζの自己と儲リとの関係という問題は，個人的次元での社会

心理学的な問題であるととも(tC，役割期待を知覚し，役割知覚K基つ'いて遂行するという役割遂行者自

身の問題であると考えられるので ，第 2年次研究では ，笑習効果と しての総合的な役割遂行過程を ，個

人の主体的経験Kないて把握し ，とれを研究上の問題とする。

2 実習経験とその意識的諸相

個人の主体的経験κ関しては ，自己κ関する現象学的立場の学説から ，一応説明されよう。

コムズとスニ yグ3Tとの自己K関する学説は次のよ うKまとめられる。個人の総べての行動を適切化

し規定するものは ，個人の独自な知覚自9場 (perceptualfield) ，あるいは ，現象的場(phenomenal 

f ie ld) (tCよるものと考えている。知覚的場で経験されるものの全体を現象的自己 (phenomenalsel f) 

ずという。現象的自己のうち ，経験の統一的全体性を自己概念(sel f concept)といい，個人の行動は ，

bもK現象的自己，自己概念Kよb決定されるという。人間の基本的欲求は， 現象的自己 ，向己概念の

維持 ・発展への欲求，倒人的適切さ (adequate )への欲求であるとし ，適切な個人の特徴は ，自己自身

を肯定的K知覚するとと ，すべての経験を認め統制するととができる ζ と，自己と他者との同一視を拡

大できることなどであるといい ，とのような状態は知覚的場の再構成によりえられるという。不適切な

個人の特徴は ，適切な個人の特徴の逆の方向にあるとしている。なな ，1低;人の独自在知覚的場を理解す

る方法は ，社会や文化を等し〈する個人相互間κ共通念知覚的場が存在するので ，それらの相互間にコ

(注)時ロ ヅャリアン ( Roger ian) ロジャーズらが提唱している来談者中心療法 (cl ient -centered therapy) 

あるいは経験主義心理療法 (experientialpsychotherapy)の立犠ということ。
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ミュニクーション (cornmunication， 伝達)が成立するであろうと考え ，コミ ュニケーションの成立

をもたらナ知覚白楊の再構成をするとと陀あるという。

ロジャーズの自己K関する学説32)r.t次のようにまとめられる。彼はコムズ らのいう知覚的場K相当す

る杭念を経験(exper i ence )といい ，コムズらのいう現録的自己K相当する概念を自己の概念 (con-

cept of sel f)という。白己概念 〈以下 自己という)という表現を彼はコムズらと同意義K使用してい

る。

人間の基本的欲求は ，生活体の実現傾向や自己笑現の傾向でるるとし，自己と経験との一致が，自己

実現しつつある統一的状態をしめすものであ.!?，その状態Kなける発展過程の途上にある人を， i機能

がじゅうぶんκ働いている人間 (fullyfuncti oning person ) Jと表現する。とのよう友人Kは， 最適

の，(浬適応，最適な心理的成熟，完全左自己と経験との一致，新しい経験K対して完全K聞かれている

とと ，経験を正確K意散化し照合するという完全念外在性などの特徴があるというo iL.i，>，コムズの知

覚的場，ロジャーズの経験Kは，意識される現象♀比のものが包含されているのであって，との現象以

上のもの ，潜在的な経験を ，感覚的 ，内臓的経験，あるいはー器官の経験と表現する。ジエンドリン

(Gendlin， E. T.)33)は ，ロジャーズの経肢という概念を実証的に研究するため，人格変容の一変数と

して経験過程 (experi enc ing)をと bあげ， 経験過程を次のようK考えている。経験過程は ，いま，現

在I'C.:b'いて生起する感情の一つの過程であ!J，直接的K照合し概念、化するととができ る培K豊か衣窓味

をもっ前概念的念有機的な過程であるとする。

実習経験の問題は ，自己に関する社会心理学的立場の学説から把接すれば ，実習事態(tC.i，>ける役割遂

行過程の問題あるいは自己と役割との関係の問題であるが，それを自己K闘する現象学的立場の学説か

ら把復すれば， 実習事態にかける個人の主体的経験の問題 ，あるいは自己(概念)と経験との関係、の問

題となる。 一方 ，カウンセリングK関する学習は ，自己自身の肯定的経験のう ちK行念われるものであ

るという銅修上の前提条件から考えてみて ，実習事態(tC.:b>ける個人の主体的経験が問題であり，実習事

態t'C.:b'ける自己(概念)と終段との関係が ，どのようであるかが問題と念る。

実習事態¥(1亡会ける自己と経験との関係tては，望ましい方向に実習効果がある場合と実習効果がない場

合とがある。実習効果がある場合(r;t，実習の経政m突を肯定的K知覚し統合的学習が行なわれている状

態であ 9，実習事態lそかいて， 自己と粧総との一致している状態κあると考え られる。 実智効果がない

場合は ，笑習の経数事実を否定的K知覚し統合的学習が行なわれてい衣い状態であり ，実習事態、tてない

て，自己と経験との一致してい念い状態 ，自己と経験との不一致の状態VCihると考えられる。ロジャー

ズKよれば，自己と経験との一致の状態では ，佐駄が意殺的に正確K象徴化されて ，自己K統一的に統

合される。との状態がすべてK完全にあてはまる人は， i機能がじゅうぶんI(C働いている人間」と左る

であろう。自己と経験との不一致の状態では ，桜j換が意識されなかった.!? 1意織的にわい幽されて象徴

化されたりして，自己の防衛的反応のためK，自己κ統一的に統合されない。白己と経験との不一致の

状態になける防衛的反応は，自己の鮭単1(tC;<-1ナる不安 ・脅威 ・混乱に基づ〈傷つきやすさからの当主張κ

よるものであ.!?，向己の経以に対する竪さをしめすζ とK念るという。第 1年次研究Kむいて，笑習事・

態VC~する心理的適正、の状態のー標設を不安K求め ， カウンセラーの役割の継杭実施Kよって ， その役

割遂行過程V亡なける不安が軽減するという想定で仮説を設定し ，不安測定検査 (CAS)34)Vてよ b検査
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測定し縮十的に分析拘サした結果 ，との仮説が検証されている。な卦 ，第 1年次研究K糾、て，不安の

軽減と人格変容との関連を仮説にし，ミ ネYタ多面人格目録検査 (MMP 1)35) 1てよ b検査測定し統計

的K分析検討した結果 ，ζの仮説も検証されMMP1の人格特性が望ましい方向K変化したととが確か

められている。しかし ，不安の軽減と人格変容との関連は一義的なものではないと考えられる。

実習効果は，実習事態Kj;，'ける自己と経験との 実習経験の諸相

関係で把握されるとずれば，実習経験は ，実習事 (効果のある場合) (効果の念い場合〉

態I'(j;，.ける自己との闘係で把握されるので ，実習 ①自己との一致 一一一一自己との不一致

経験の諸相には，右K掲げるるつの諸相がるる と ②自己の開放性 一一一一自己の閉鎖性

想定する。とれらの諸相は，何人的次元K訟ける ③自己の外在性 一一一一向己の内在性

笑習効果そのものK関連するものであると考えら @心理的適応 一一一一心理的不適正、

れるが，すべて意識化され象徴化されるものでは

左い。次K実習経験の諸相を説明ナる。

① 自己との一致 ・不一致とは ，自己と笑習経

⑤肯定的自己関心一一一一否定的自己関心

@自発的価値評価一一一一依存的価値評価

験との一致や不一致の状態K関する様相のとと。① 自己の開放性 ・閉鎖性とは，自己の実習経験に対

して開かれている状態， 実習経験が自己K統一され統合される状態 ，自己の実習経験K対する不安 ・脅

威 ・混乱・緊張などKよる傷つきやすさや防衛的反応の生起する状態などK関する様相のとと。@ 自

己の外在性 ・内在性とは，自己の実習経験K対する意識化や象徴化の正確さや適切さの状態K関する様

相のとと。念公，外在性と内在性とは ，一般意味論でいけ惟的意味(邑xtensionalm倒 ing，言語表

現が外界の事象事物と直接K結びつくとと) と内在的意味 (intensi∞almeaning，言語表現がなく個

人的に想起されているとと〉との概念に基づくものでるる。@ 心理的適応 ・心迎的不適応とは，ux])

@の総合的な実習経験の状態K関する様相のとと。@ 肯定的自己関心 ・否定的自己関心とは ，自己と

実習経験との一致や不一致κ伴う満足や不満且の状態K関する様相のζ と。@ 自発的価値評佐 ・依存

的価値評価とは ，評価の主体である自己{'(，実習経験が影響する状態K関する機相のとと。

との研究で問題とするものは，自己K意識化され象徴化されている実習経験の諸相であタ ，とれは客

観的視IJ定の標識構造から把援されるであろう。とれをととでは実習経験の意識的諸相というととKするc

研

仮説

!T.a 
スA 方 法

1 )実習事態K$>いて，自己と笑習経験との一致する状態がえられるものならば ，実習を継続実施

するKしたがって，自己の解放性は増大する。(以下 仮説- 1という 〕

2)実習事態K$'いて，自己と笑習経験との一致する状態がえ られるものならば ，笑習を継続笑施

するにしたがって， 自己の閉鎖性は減少する 。 (以下 仮説-2という)

3)実習事態に公いて， 自己と実習経験との一致ナる状態がえ られ るものならば，尖習を鮒充実施

するKしたがって，自己の外在位は増大する。 (以 下 仮説- 3という)
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4)実習事態(iC:Io'いて ，自己と実習経験との一致する状態がえられるもの在らぱ，実習を継続実施

するKしたがって，肯定的自己尉心が増大し評価の主体性K影響する。

(以下a 仮説-4という〉

5)実習事態K合いて ，自己と実習経験との一致する状態がえられるものならば，実習を継続実施

するt亡したがって ，自己の心理的適応は最適の状態に接近する。(以下仮説-5という)

2 対象

昭和 40年度中学校カウンセラ一長期研修員?名(男子)と夏季集中研修特別研修員 2名(男子)

計;中学校教員 11名 ，合よび，研修担当所員(教育相談担当専任カウンセラー) 5名(男子 4名

女子 1名〉言十16名

5 検査測定

1) (仮説- 1 )につ い て

(仮説-1)は，諸仮説のうちで最も基本的制反説であって ，実習事態をどのよう K知覚し経験して

いるかという問題K関係するものであるつ実習事態は ，役割としての個人と相役との関係状況 ，あるい

は自己と実習経験との尉係状況である。役割としての個人には，役割期待K応ずるという役割遂行過程

のうち(rC，笑習事態から新しい役割知覚がえられるものと考えられる。たとえば，カウンセラーの役割

~ '-/n.~.J.... I 3~ 1てすいては，その役割遂行上の困難さ，あるいは「知とィTとのずれ」 を実感するというとと。クライ

エントの役割K沿いては，相役のカウ ンセラ-(iCどのよう K話しかけたらよいものかと迷ったり ，笑習

がそのままカウンセリングの場面Kなって ，自己自身の精神的安定がえられた b，同僚が演ずるクライ

エン トの迫力に感銘した タするという ζ と，などである。このような実習事態から自己がそれと~<気

付く経験事実は，自己のうちに， r情緒的，認知的内容としての意味づけ」坊をもたらすと考えられる。

との自己の意味づけとしての実習経験の意識的諸相の方向を把握するため(iC，一般意帰命の諸研究 33)

39，ラyシュとボーデン (Raush，H. L. & Bordin， E.5.) の研究 40)，斎藤国夫氏の研究 41)，水師、

一氏らの研究 12)，などを参考Vとして，実習事態との関係状況の知覚に関する調査(資料111- 1 35ペー

ジ参照のとと ，以下 R P 1という)を作成し使用する。

2 ) (仮説ー 2)について

(仮説-2)は， (仮説-1)の一条件K関するものであって，実習経験の意識的諸相，特K自己の

閉鎖性の問題に関係するものである。この問題は，自己と笑習経験との不一致とそれ陀伴う傷つきや

すさに関するものであり，自己と実習経験との不一致による防衛反応やわい曲される意識や知覚に関す

るものである。と ζでは，自己の閉鎖性のー標識として不安をとりあげる。実習事態K対する不安は，

役割としての個人Kないて ，役劃期待と役割知覚とのずれや適切な役割遂行上の困難さによるものであ

ると考えられる。ロジャ ーズqは ，不安を次のようK解説する。不安とは「外的左見方からいうと ，自

己と個人の全体的経験との間の不一致が意識され象徴されかかっている状替である。不安は ，ζのよう

な意識されかかゐ時の潜在的知覚(subcept i on )に対する生活体の反応でさ~!J ，自己を変容させるとと

Kなる」という。ζの潜伝的知覚の問題(d，社会的知覚 (socialperc叩 ti∞〉や力動的知覚 (dynamic
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percept i on )1'(関する心理学研究でと bあげられている。との研究の総合的な報告書491'(よれば，否定

的な刺激の知覚や潜在的知覚K関しては異なる見解があるが，肯定的な刺激の知覚K関しては，知覚的

増感作用 (perceptualsensitization)が，実験的K確認されているという。第 1年次研究1'(:t~いて，

実習事態1'(:t'ける役割遂行上の不安が経滅するということが，不安測定検査〈資料1lI-2 35ページ参

照のとと，以下 CASという)45)により確かめられているので，第 1年次研究の仮説の追試という意

味を含めて ，ζの第 2年次研究でもCASを使用する。

3) (仮説- 3)について

(仮説-:':)は，実習経験の意識的諸相の志向性とその内容に闘するものであり，特に自己の経験の

方向や自己の情緒的統衛i]a)問題に関係するものである。心理学的な個人的機能には ，欲求 ・動機・知覚

・認知・情緒・態度・人格特性 ，あるいは人格左どがあると考えられる。ログャ ーズは，自己と経験と

の一致の状態1'(なける経験の拡大的.，統一的統合，または自己の発展的再構成というζ とを人格変容と

いっている。ロジャ ーズのいう人格変容は，個人の知覚とそれに基づ〈経験を中心としている学説であ

るが，それら以外の個人的機能を決して軽視しているのでは念〈て ，生活体としての統合的全体性κ包

含しているものと考えているようである。そζで，笑習事態lモシいて，自己と実習経験との一致する状

態がえられた結果，人格変容にかかわる変化があるものと考えられるので，これK関与すると思われる

個人的機能の側面を，実習経験の意識民諸相Kないて把握したい。仮説の自己の外在性あるいは内在性

の問題は，自己の意識イヒや象徴化の問題であるととも1'(，精神分祈学あるいは自我心理学でいう自我機

能のー標識としての現実検証能力の問題である。実習経験の意識的諸相の方向性やその統一性K関して

は ，ローノレシャ yハ・テスト (rorschach test) などを使用したいととろであるが，研修 日程.実習

計画などに余裕治吐いので，小川崎之氏の研究4伝記載してある質問紙の調査項目を借用する。 ζの質

問紙の調査項目は，彼Kより作成されたものであって，ロ ールシャァハ・テスト陀関するロールシャツ

ハ (Rorscbach，H.) (1)クロ yファー (Klopfer，B.) 4$ ，4$ らの解釈仮説に基づ〈ものであ 9，正常

群・神経症群・分裂病群(1'(対してとれを実施した結果 ，質問紙による結果とテストκよる結果との差異

は，正常群にないて最も少念かったと報告されている。ととでは ，との質問紙の調査項目をそのまま使

用し ，ζの調査を経験・情緒に関する辞宜(資料 IJ-3 35ベーグ参照のζ と，以下 EEIという)

と表現する。

4) (仮説- 4) について

(仮説ーのは，実習経験の意識的諸相の志向性とその内容κ関するものであり，特K自己肯定的態

度とそれK基づく評価の主体化の問題に関係するものである。実習の計画実施とそれK伴う個人的課

題や実習事態にお置ける役割遂行上の課題は，研修員Kとって他から与えられた謀長i!である。しかし，笑

習事態になける役割遂行過程1'(:J:>'いて ，自己自身が満足し，研修員自身が自己Kか*う方向に実習再強自主

をうけとめるならば，自己への肯定的関心が高まると考えられる。ロジャーズ5~.は ， 肯定的左自己関心
κ関して，次のように解説する。「他人から受けとられた肯定的 ~~J心は，もはや他人の態度に直接に

は依存するととは左い。 自己K対ナる肯定的な態度K在る。その人は ，自己自身が事実上いわゆる重要

な社会的関係のある人 (hisown significant social other)と念るのであゐJという。ととでいう

他から受けとられる肯定的危関心というととは，カウンセラーとの接触からえられるものであるとすれ
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ば，実習に沿いては，クアイエントの役割Vてなる場合K.相役のカウンセラーから受けとられるものと

考えられる。次K自己自身が重要な社会的関係のある人Kなるというととは ，研修員自身が主体的Kも

のごとK意味づけをし，価値判断しうるという評価の主体性をうる ζ とであると考えられる。とのよう
5liー

な理由から ，大石向子氏らの研究化記載 してあるQ分類 (Q 5ort)による調査項目を借用する。 ζの

調査項目は ，彼らと古屋健治氏とが共同作成されたものであって，ゴードン (Gordn.T.) 52)の集団中

心的指導性の評定項目に基づ ぐものである。と ζでは ，との調査項目をそのまま使用し，との調査を指

導観K闘する調査(資料JiI-4 36ページ参照のとと ，以下 G 1 1という) と表現する。

5 ) (仮説-5) について

(仮説-5)は，実習経験の意識的諸相の志向性とその内答申て闘するものであり，特K心理的適応あ

るいは人格適応K関するものである。実習事態K沿いて，自己と実習経験との一致する状態がえられる

ならば ，人格変容Vてかかわる変化があるものと芳えられる。すでκ，とのととに関しては，第 1年次研

究に辛子いて，実習にbける役割遂行過程に人格の変容的左変化が，ミネゾタ多商人格自録検査〈資料E

-5 38ぺ-.;/参照の ζ と，以下 MMP 1という)坊に より，一応確かめられているので ，第 1年次

研究の仮説の追試という意味を含めて， ζの第 2年次研究でもMMPIを使用する。

4 実 施手続

実習では ，研修員がカウンセラーの役割を演技する場合〈相役のクヨイエントは研修担当所員が左る)

を，カウンセラー・ロールと仮JJKいい，研修員がクライエントの役割を演技する場合(相役のカウン

セラーは研修担当所員が左る)を ，クライエン ト・ローノレと仮j?Kよんでいる。実習の実施Kあたって

の組み合せは ， 研修員 1 名と研修担当所員 1 名とでひと組みK~る。それぞれの組み合せにbいて，午

前lてカウンセラー ・ロ ールを行念い，午後~C クラ イエン ト・ ロールを行なうものであt> .実習の組み合

せは毎日変更して 5日間継続的K実施する。

諸検査.諸調査を ，次の手続きKよって ，研修員K対し個人男IJVC実施する。

R P 1 それぞれのクライエント ・ロールの実習前とクテイエント・ロールの実習後とに ，1日回(実

習前 5回 ，実習後 5回)実施する。

CAS それぞれのカウンセラ ー ・ロールの実施直前K5回実施するo

E E 1 実習開始日の前日と笑習終了日の翌日とに 2白実施する。

G 1 1 実習開始日の前日と実習終了日の翌日とVC2回実施する。

MMPI 実習開始日の前日と実習終了日の翌日とVC2回実施する。

な主i'.研修担当所員は.G 1 1の評定基準項目決定のために .G 1 1を個人男IH亡1回行なう。

R P 1とEE1とは，品等評定段階尺度のある質問紙法Kよる調査であり ，CASとMMPIは ，下

位検査項目のある質問紙法による検査である。 G1 1は .Q分類法Vてよる調査である。とれらの諸調査

・語検査の実施結果K • n1t計的な介析検討を行なうものであt>，その方法は ，質問紙法による調査Kは

分散や平均の検定 ，繰 b返しのある要因分析などKよb行ない ，Q分類法による調査には ，各種相凶係

数とその検定などを行なう。
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5 実施

研究の実施は，実習と並行して行7まうものであり，当教育研究所(教育相談専用面接相談室その他)

Kがいて， 昭和 4日年8月 11 • 1 2日と 17・18 • 1 9 日との 5 日間K実施した。なお~ ，研修員の

3名の方々 I'C，それぞれ職務上の事情などがあって，一時笑習(て参加できなかった乙とがあったので ，

諸検査・諸調査の実施結果の集計は， ζれら 5名のものを除<8名の研修員の資料Kついて行念った。

なな，との8名の個人別資料を，それぞれA，B，C，D，E，F，G，Hとする。

世，~^・h 而
叩
且 研 成守

九 結 果

(仮説ヶ 1 )について

1) R P 1の実施結果

(仮説ー 1)K闘するRPIの集計結果は ，資料JV-1 (40ページ参照のとと)のRPI集計表K

記してある。 第?図は ，R P 1の調査実施 (T， IJライ1ニア十 ・ローノレの実習直前 :T'，クライエント

・ローノレの実菅直後 :Tつ別 ，調査項目(i)別の品等評定段階尺度得点〈以下 得点と日告す)(fLつい

て， R P 1集計表からそれぞれの得点平均値を求め図示するものであ!?， V iはT別の得点平均間の変

化を表わすものである。念:j;>， T別 ，イ間人 (1)別のRPI総合得点の分散〈不備分散推定量tてよる)

59 Kは，コクラン(Cochran's test) の実施結果から，それらの分散聞の同一性が統計的に保証され

ているので，次KRPI集計表K関する要因分析を実施する。

2) R P Iの統計的分析検討

第 1表は，実習効果に関連すると想定される全調査項目について，その全体的効呆を統計的K介祈検

討するために，繰ほしのあるる要因州も実施結果を表示するものであ9，その要因は， I ，実習

実施回数 (N) ，Tである。との分析結果は，誤差 {R (1. N . T) }に対して，個人差を表わす 1， 

実習効果を表わすT，NとT との相互作用を表わすNXT，TとIとの相互作用を表わすTX1が ，統

計的有意差米があると検出され確かめられた。(縦十的K宥意差がるると検出され確沙諸められる場合を ，

以下 統計的K確かめられるという)第 2表は， RPIの i別得点Kついて ，部分的効果を統計的K介

析検討するために ，2要因分析(乱塊法)56)の実施結果を表示するものであ b・その 2要因は， 1 ，T 

である。との分析結果の誤差 {R( 1 X T) } (fL対して ，個人差を表わすIと矧効果を表わすTとが ，

ともK儲十的に確かめられる iとその得点変化の方向は ，①心のうちとけた ，@あたたかい，@新しい

見方・感じ方がひらけてくる，⑪との(実習事態の)関係κ対する信頼感がもてる左どの 4つであ t， 

(注)来統計的有意差 ある倍率的事象において，統計的推定判断を誤る危険率 (α)が， 0.05以下の場合を，一応統計的

意味があるとみなし，比較基準IL対L統計的有意差があるという。そうして ，aく日日 5の場合には帝却を ，a<0.01の場合には

帯米印をそれぞれ付して示すのが慣例となっている。たとえば，要因分析の実施結果において， 1令長の場合は，偲人目1I差異の内部に ，

日日 1く αく O.口1 という確率的水準で，量的に質的に個人差が誤差に対して統計的有意差があるtいう ζとである。
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調査項目別得点平均値

R P 1 

第 1表得点の要因分析

己 T':ー

はふ

F 5S f MS F。

1771.15 7 I 253.0 'l 1 4.04来来I

， N 67.05 4 1 6.76 0.93-

T 16.0 D 1 76.00 4.21様

トーー

IXN 643.35 28 

2. 2.97 五221L82700雛*1| 1 NXT 202.50 4 

τ')(1 280.80 7 4G. 11 

R (I'NT) 504.70 28 18.02 

T 35 45.55 I 79 一」一 ー ム 一一一

". ...ーーー-ー・. 
. 
‘-a 

1.0 
ー-，-ーー-

1S 20 

第 2表 調査項目男I}得点め要因今析

コ¥し¥(1) (2) (3) ‘ (4) (5) (る) (7) 、-，I 、.; 1 ，，11) 

l(F hzy) 当帳 来 う軒 来 ;来 掛ヲ艇 来 提ラ転 来栄 .)!( 

onz=7 5.36 4.26 6.33 1.83 22.96 8.40 4.03 17.29 7.7 1 4.9 6 

T(Fonl=1) 楽譜 米当幹 米 告軒

n2=7 16.50112.30 0.86 0.00 0.82 3.24 0.90 1 1.55 1.05 7.50 

一 ムー ー」一

第五表調査項目別得点差異の変動 〈ラテン方格法)

(1)研修員中心の変動 (C) ( 2)対所員中心、の変動 (Cつ くる)変動比 (C/C')

IX!R昨 WF 4)叫 14)|)〈|R(Fo:戸;=12J!1'1¥l'On;=12J! v¥.ron;=12J!! i ¥J"¥I'
O
n;=12J!1' ，ron;=12J! vy

or.;=12JII i¥IV C¥I'
O
nF4 

9.7 1 来栄(1) 1.85 0.07 (1) 0.51 0.01 0.5 1 (1) 2.66 
トーー

4.93柴 18.50 来捧1.59 0.60 (2) 0.61 0.22 0.10 (7) 

(3) 日57 2.7 B 0.31 (3) 0.66 3.24 0.86 (3) 日.54 

(4) 0.35 0.51 0.5 1 (4) 0.47 日.75 1. 5 1 (4) 0.34 

。) 1.03 1.17 0.81 (5) 0.81 口.92 0.01 (5) 8 1.0 U 様様

(6) 0.6 1 1.0口 1.4日 (6) 0.69 1.07 1.85 (6) 0.7 7 

。)1.03 0.23 日目87 (7) 1.1 2 0.25 1.2 U (7) 0.62 

HtLO1O?t?〕)上2竺44Q7R65 0 065 

0.63 (8) 2.06 0.63 1.66 (8) 1.00 

0.53 1.66 (9) 1.06 0.37 0.37 種目8--
米 4.35様 守.06来栄 。。 1. 4 2 1.42. 0.75 

一 f一6.5-4 来場 5.04米 1.82 2.51 0.32 6.46米
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個人差を表わす Iのみが統計的I'L確かめられる 1 とその得点変化の方向は，@広い，@ばらばらな'@

さっぱりした ，⑦自分の気持を深めるととができる，@との(実習事態の)闘係は自分の気持とずれて

いないなどの 5つである。 な辛子 ，第 1表に表示する要因分析ではRPI得点を連続的なものと考えて ，

第 2表に表示する 2要因分析ではRP 1の i別得点を独立的念ものと考えて，それぞれ実施した。第 3

表は ，R P 1のI別 ，i _glj， N別の得点十てついて ，実習の組み合せKまずける役割関係の関連効果を統計

的に分析検討するため1'(，ラテン方格法 (Iatin square )5~ I'Lよる要因分析の実施結来を表示するも

のであるが，ラテン方格法K沿いては ，婆因聞の相互作用が無視される ζ とになゐ。その 5要因は ，実

習実施 (R) ，N ，実習の組み合せ効果 (CまたはCつである。第 3表ーくりは ，研修員を中心とす

る効果I'L関する変動 (C)を ，第 5表一(2)は，研修員の僻修担当所長との相互影響をヨ考慮するもの

であり，僻修員の対所員を中心とする効果I'LI梨する変動 (C')を ，それぞれ表示するものである。

58) ー
第 5表一(3)は ，CとC'とに闘するF検定 vの笑施結果を表示するものである。 ζれらの闘速効果

の i月1)得点差異は， TとT'との得点差から求めてある。ラテン方格法を適用する対象は ，その条件をみ

たす研修員5名 ，A ，C，D，G，Hであ.!J，と ζでいう条件とは ，ζれらの研究員が ，RとNとI'Lむ

いて重複してい左いという ζ とであるc

第 5表一(1) VC示すと川 ，誤差 {E (C' N . R) } 1'(対して ，研修員中心の変動を表わすC ，実

習笑施回数の差異を表わすN ，実習実施順序を表わすRの 5袈因が ，ともK統計的K確かめられる iと

その得点変化の方向は，@ζの(実習事態の)凶係、K対する信頼感がもてる ，の 1っと総合待点とVCI>'

いてであ.!J，研修員中，Gの変動を表わすCのみが ，統計的I'L確かめられる iとその得点変化の方向は ，， 

①心のうちとけた，②あたたかい，などの 2つでるる。第 5表ー(2) VC示すとなり ，対所員中心の場

合では ，それらの要因が統計的に確かめられる iは念いというととを表わしている。第5表ー (3)I'L 

示すと合!:J，変動比 (C/Cつに闘するF検定から統計的K確かめられる iとその得点変化の方向は '@

あたたかい，⑤ぱらぱらな，などの 2っと総合得点とUてないてである。

3) (仮説ー 1)の検証

(仮説-1)は ，実習事態にむいて，iifF修員自身K自己と実習経験との一致する状態、がえられるなら

ば，実習を継続実施するKしたがって ，研修員自身の自己の解放性は増大するであろうという想定であ

る。との解放性K闘する実習経験の意識的諸相の方向を把握するためVCRPIを笑施し ，その得点変化

の続言十的介析検討を行なった結果 ，との研究祭件の阪TVCI>'いて ，次の事実が認められる。

( 1)全体的実習効果に凶しては ，RPI得点の 5要因分析から ，制査実施月1)差異 (T) ，実習実施回

数 (N) と調査実施 (T)との相互作用別差異 (NX T) ，調査笑施 (T)と佑l人(1)との相互

作用別差異 (TX 1)などが ，統計的κ確かめられる。(第 1表 参照のとと)

C 2)部分的実習効果に倒しては ，RPq問査項8月IH等点の 2要因分析から，①，c，.可つうちとけた，@あ

たたかい，@新しい見方 ・感じ方がひらけてくる。⑮との(実習事態の)凶係K対する信頼感がも

てるなどの 4つの調査項目と，その得点変化の方向が統計的K確かめられる。(第 2表 参照のと

と)

( 3)実習突施上の|剥述効果1'(闘しては ，}{ P 1調査項目別得点韮異の変動の裂因分析から ，①心のう

ちとけた ，@あたたかい，@乙の(実習事態の)掬係K対する信頼感がもてる，などの 5つの制査
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第 2図不安因子楽別様堆得点平均値
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第 5表不安因子別機準得点の要因介析

ルミ Q}→ d→ L 。
I(FonI=7) 

来予桂 楽器 楽楽 来栄

O2=28 6.67 ι7 7 26.00 1 4.85 

T(Fonl=4) 
02=28 2.02 1.72 。.70 1.42 

第 4表標準得点の要因介析

F SS f MS  Fo 

Fa 45.41 4 11.35 14.32・器楽

l 1 7 O. 49 7 I 24.35 30.8日米米

T 7.96 4 1.99 2.51米

FaX 1 1 73.9 6 28 6.2 1 

lXT 31.41 28 1.12 1.41 

τ'>< Fa 16.69 16 1.04 1. 3 1 

R (Fa'I'T) I 89.14 112 0.79 

T. 

~ 

来栄 l

8ヲ5I 

0.62 I 

〔注〉来不安因子不安因子とは 司不安に関する
H 

性絡因子を表わすものであり，Q5 :人格統制力
(ー)

の欠除主た11自我感情の発育不完 ，C'/.自我の

弱き，L:疑い深き またはバラノ イド型の不安定

性，o:罪悪感.Q4 :欲求不満による緊張また

は衝動による緊迫状態などの5つである。

第 6表不安因子別標準得点差異の変動(ラテン方格法)

( 1)研修員中心の変動 (C) ( 2)対所員中心の変動 (Cつ ( 3)変動比 (C/(:')

はR伊onI=;)
11z=1 

N伊onl=;)
02=1 

C伊nI= 4)
可12=12民R(Fon1= 4) 

112=12 
Ni1FOInl12==1421 ' crFnl=4) 。llz=12長Vc同;コ)

~-) 日ー20 口.32 2.72 cj3-) 0.1 1 0.1 7 0.1 1 ，t) 8.口口栄
d-) 2.96 4.78 13日日 来来 cH  日.53 1口8 0.04 dー) 5.59 

L 1.88 0.75 28.2日来栄 L 0.18 日73 0.03 L 75.00 来栄

。1.66 0.50 22.00帯 端・ 。。目 20 日06 日10 。25.64 来米

~ 1.7 5 1.00 13.00 来米 Q4 0.36 0.21 0.36 ~ 7.42来

T. 0.26 0.98 13.8 3 米米 T. 日.04 0.1 5 0.15 T. 15.76米
」ーーー
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項目とその得点変化の方向が ，結十的K酎 aめられて必り ，とれらの傾向Kは ，実習の組み合せVC:!>'け

る研修担当所員別差異Kよるものではな(，研修員自身Kみられる独自のものである。(第 5表 参照

のとと〉をお、 ，研修員の個人差を表わす Iが施十的K確かめられる。(個人差は研究結果の全般Kわた

ってみられる〉

立l上のRP J VC関する統計的分析検討から ，RPIの得点変化が認められ念い ，あるいはその得点が

ある一定の品等評定段階尺度に収飲するであろう ，という統計的分析検討上の帰無仮説が棄却される結

果 ，一応 (仮説-1)は検証されるものと認められる。 α守号vcr対しては ，以下 向じ)

2 (仮説 ー 2 ) I[ついて

1) C A Sの実施結果

(仮説-2) vc関するCASの集計結果は ，資料lV- 2 (41ベージ参照のとりのCAS集計表K

記しである。第 2図は ，CASの調査実施 (T)月IJ，不安因子(Fa)別の標準得点 (d.S. )~てついて ，

CAS集計表からそれぞれの得点平均値を求め図示するものである。な訟 ，CASは ，一応標準化され

た検査であるので ，分散の同一性K関するつク ラン検定は実施 し-てい乏し、む

2) C A Sの統計的分析検討

CASの統計的分析検討は ，RPIの場合とほぼ同じ儲十的手続きκよる実施結果でるるので ，その

分析検討の内容に関する記述は省略する。ただしTは ，カウンセラー ・ロールの笑習直前のみK行なっ

たものであ.!i，実習実施上の関連効果K関する要因分析KはT別， 1別， Fa別の標準得点を使用する。

3) (仮説ー 1)の検証

(仮説-2)は，実習事態。て沿いて ，研修員自身に自己と笑習経験との一致する状態がえられるなら

ば ，実習を継続実施するV亡したがって，研修員自身の自己の閉鎖性は減少するであろうという想定であ

る。との閉鎖性に関する実習経験の意識的諸相の方向を把援するためκCASを実施 し， その標準得点

変化の穆~十的分析検討を行左った結果 ，との研究条件の|浪.!ïVC:!>'いて ，次の事実が認められる。

( 1 )全世F的実習効果に関しては ，CAS標準得点の 5要因分析から ，検究実施男l監異 (T)がt指|的

K確かめられる。(第 4表参照のとと)

( 2)部分的実習効果に倒しては ，CASの不安因子別標準得点の 2袈因分析から ，検査実施別差異が

統計的に確かめられない。(第 5表 参照のとと〉

( 3)実習5築地上の関連効呆に闘しては ，CASの不安因子別出様得点の要因分析から ，dーJ，L ，0， 

'4念どの 4つの不安因子とその総合結果が ，編十的κ確かめられてな t，とれらの傾向には ，笑習

の組み合せになける研修担当所員別室典ーによるものでは左(，研修員自身vcみられる独自のもので

ある。危な ，CAS標準得点は低下する傾向十てある。(第d表 参照のとと)

正しとのCASvc関ナる統計的介析検討から ，CASの標準得点変化が認められない， あるいは ，それ

が上昇する傾向にあるであろう ，という縦十的分析検討上の'胤無仮説が紫却される結果，一応(仮説-

2)は検証される ものと認められる。(符号vc関しては，以下 問じ)

3 (仮説 - 3 ) ，ζ ついて

一 14-
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¥第 7表 Ep得点の要因分析

F SS : f Fo 

9.50 7 I 1.35 3.64 手軽米

26.60 9 I 2.95 7.98 莱軍「

T 1.60 1 1.60 4.32一葉一

Ix i 49.00 63 日.77 2.08 帯持

iXT 0.9口 9 I 0.1日 0.26 

TX 1 3.60 7 I 0.5 1 1.37 

R (1. i . T) 23.90 6 3 I 0.37 
ト一一一一・一

T. 115.10 

第?表調査項目別得点の要因分析

(1) Ep ( 2) Ip 

(8) 

(9) 

(1 ¥t 

Ip調査項目別得点平均値

一一「ー一一一一-
-10 日

第 B表 Ip得点の要因分祈

F SS IMS  

3.9日 7 10.55 

41.01 9 1 4.55 

T 2.25 1 1 2.25 

トーー
IXi 46.54 

+10 

F。

1日
10 

5.35市

1.73布

ixTI  3.56 I9  I 039 1 

」EZ -I-~ 7 Iと工~竺二戸とi. T)I 2 6. 3 9 I 6出.42

T. 11 31.45 1 1 59 

第 10表 ExT (Ep.lp)得点の要因分析

F SS t MS  F。

に尽二込1 (官o~~~) I T(Fo~~:;) ¥' vnF 711"'Un2=07 IXII伊oZ)T(Fo:戸)
2=7 

ExT 94.47 1 1 9 4.4 7 26.02 帯来

94.72 7113.53 3.72 
「

(2)0.8 1 I 0.0 7 

(3)6.05米 0.28

日記 1.16 日18 I 

! (5) I 1.33 I 1.33 I 

(6)3.00 I 0.28 

(7) I O. 3 7 I O. 7 1 

(B)1.00 I 1.0日

一(竺L竺竺j_ーど止」
'~巴こ! ~~.~ I 

(1) ~ 0.2 3 

(2) 1.33 

(3) 1.00 

(4) 0.69 

(5) 2.84 

(6) 2.65 

(7) 2.54 

(8) 2.00 

(9) 1.46 

。。 1.84 

0.65 

3.66 

0.12 

0.12 

1.00 

2.42 

2.26 

0.66 i 

円7J
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日E-0.34 0.34 日.09

R (ExT 1.1') 百25.万41T1 7 3.63 
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(仮説-3) vc関するEE 1の集計結果は ，資料1Y-3 (43ページ参照のとと)のEEI集記表K

記しである。なお~ ， E E 1の実施結果の集計は，資料IY (39ページ参照のとと〉に記してある操作的

手続き Kより笑施したものである。 EEIは ，経験型 (ExT)VCi，>いて，外拡的経.験型 (extratensive 

person，以下 Epと略ナ)と内拡的経験型 (introversiveperson，以下 lpと略す)とに区別され，

情緒統命Ij型 (F皿 T)VCTいて，外的統制型 (outerc∞trol ，以下 υcと略す)と内的統制型(inner 

control ，以下 10と略す〉とに区別されている。 Epは現実場面κ積担E的κかかわbあって ，外界の

目標K向かつて努力し進む傾向であ!:l，Ipは現笑場面Vてまたった 〈依存しないで ，自由に想像し積;録的

に対処できる傾向である。

Ocは情緒の社会的統制を意味し，会もVC対入場面での情緒統制K関する特性であり，1cは情緒の個人
59) 

的統制を意味し ，なもKその衝動的表出の情緒統制ijVCI掬する資質的念機能であるといわれているo ノ

次VC，EEIの実施結果とその統計的分析検討削剥 しては ，ExTとEmTとにわけで言f斑するととに

する。

1) Ex Tの実施結果

第 5図と第 4図とは， EEIの調査実施 (T，実習事前 B T • 実習事後 AT)， i月IJの品等評定段

階得点〈以下 得点と略す〉のうちから ，Epとlpとについて ，それぞれの得点平均値を求め図示する

ものであ!:l，ViはT5J1jの得点平均聞の変化を表わすものである。なか ，T別 ，1別のEEIの総合得点

の分散(不偏分散推定景。てよる)VCは， コクラン検定の実施結果から ，それらの介散問の同一性が締十

的に保証されているので ，次VCEEI集計表のうち ，島，Tの集計結巣f'L[到する要因介析を笑施する。

2) ExTの統計的分析検討

第 7表は ，実習効果に関連すると想定されるEpの金調査項目について ，その効果を統計的K分析検討

するためVC，繰り返しのある 3要因分析の実施結果を表示するものであt，第 8表は ，第 7表と同じ統

計手続き Kよる実施結果を表示するものである。とれらの要因分析Kなける 5要因は ，1 ， i ， T など

の 5つである。編十的K即詠められる要因とその相互作用の項を記すと ，第 7表では ，個人差を表わす

1 ，Epの調査項目別差異を表わずし ，実習効柴を表わすT ， 1とiとの相互作用別差異を表わす 1X i 

念どの 4つであり ，第 8表では ，1 ~の調変項目別差呉を茨わすし ， 笑習効果を表わすT ， 1と1との相

互作用局1J差異を表わナ 1X i ， Tとlとの相互作用別差異を表わすTxlの 4つである。第?表一(1) 

は ，Epの i別得点Kついて ，部介的効果を統計的K分析検討するため(rC，2袈因介析の実施結果を表示

ナるものであり，その 2要因は ，1 ，Tである。第?表ー (2)は ，その(1)と同じ統計的手続きに

よるIp(rC闘する実施結果である。第 9表tてないて ，a.十的vc確かめられるものは，その(1 ) Ep(rC i，'け

る個人差を表わすlについてであ!J，それらは ，@向分をと bま〈社会情勢K敏感である ，@気分が沈

んでいる時でも刺激がるれば元気Kなる ，⑬自分の個人的なととがらKついて派〈考える よDも，まわ

!JVC起ったζ とがらについて ，想いをめぐらすととのほうが多いなどの 5つである。第 10表は ，笑習

効果に関連すると想定されるExT (Epとlpとを含む)の金調査項目について ，その総合的効果を伝富十

的K分析検討するためVC，繰P返しのある 5要因分析の笑施結果を表示するものであ.t，その 5要因は ，

ExT，I，Tである。との分析結果は ，誤差 {R ( Ex T. 1 . T) } VC対して，経験型別差異を表わす

ExT，実習効果を表わすTが紙到的K確かめられる。1.i:i，> ， ExT ，恥 とlpとの得点傾向は，それぞ
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第5図 Oc調査項目別得点平均値

:: ふ
川 rp
ユjJ i 

+1D 

第 11表 Oc得点の要因分析

iXT 守山
TXl 3.15 7 0.45 1 1.25 来来

R (1. i.匂 2.21 63 日目。 4

T. 1 25.6 0 159 

第 12表 1c 得点の要因分析

F SS I MS  F。
I 1 4.13 7 2.10 6.ちも 米米

l 1 17.14 15 7.80 23.6 3 米米

T 0.14 0.1 4 0.42 

lx i 79.19 1 05 0.75 2.27 米米

iXT 4.93 15 0.32 0.96 

TX 1 5.44 7 日77 2.33葉

R (l-i.1) 34.49 105 0.33 

T. 255.46 255 

第 6図 1c調査項目別得点平均値
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第 13表調査項包月1J得点の要因分析

( 1) Oc ( 2) 1 c 

六lI(Ffz;)T(Fo~戸) Pぐ1 (Fo~~:;) 。n2=f
TFnI=1) 

「12=7
4.05時 2.66 2.44 日.00

2 6目57持 1 1.1 3"'" 2 1.67 日.51

3 1.00 0.35 5 0.80 0.00 

4 1.0口 日.14 4 4.00者 日日O

5 6.84者 1.00 5 1.28 0.41 

6 1.65 日.00 d 3.0 1 1.33 

3.0口 0.00 7 1.49 0.37 

6.15米 0.85 8 4.0口来 。.28

3.日日 0.00 9 0.34 1.57 

2.1 2 1.00 10 1.00 2.07 

2.32 

12 I 3.0 0 日.48

13 2.4 0 0.1 7 

14 I 3.97栄 1.日日

1i竺15i1 2日E
0.18 

1.00 0.0口
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れにないて，よタ高い品等評定段階K接近する傾向にあるので，経験が拡大されつつあるととをしめす

ものである。(第 3 • 4図 参照のとと)

3) E m Tの実施結果

第 5図と第 6図とは .EEIのT別 .i別の得点の うち ，OcとlcとVてついて，それぞれの得点平均値

を求め図示するものであ!1，ViはTJjIJの得点平均耐の変化を表わすものである。なまi'"， ExTの場合と

同じ< ，T月Ij，1月IJのEp-やlpの総合縛点の分散聞の同一性は，コ クラン検定KよD統計的vc保証されて

いるので，次vcEEI集計表のうち， E回 Tの集計結果に関する要因分析を， i中心Kして笑施する。

4) Em Tの統計的分析検討

E皿Tの働的分析検討は， ExTの場合と同じ統言十的手続き Kよる実施結果であるので ，その内容

K関する記述は省略する。第 11表は ，Ocの全調査項目に関する 5要因分析の実施結果を表示するもの

であ!1，第 12表d.，lcの全調査項目に関する 5要因分析の実施結果を表示するものである。第 11表

では， 1 ， i ， T ， 1 x i ， i X T ， Tx 1などの 6つが ，第 12表では ，1，i，IXi，TXIな

どの 4つが，それぞれ統計的κ認められる。第 13表一 (1 )は ，Ocの 1別得点K関する 2要因分析の

実施結果を表示するものであ t，第 13表 ー (2)は， 1 cの z別得点K闘する 2要因分析の実施結果を

表示するものである。第 13表ー (1 )では ，個人差を表わす Iど楽習効朱を表わすTとが ，ともK統

計的K確かめられるものは ，②あま hとだわらずK感情を訟もてκ出しているの 1つであり，個人差を

表わす I のみが統計的K確かめられるものは ，①~ vcかきっかけがあると，すぐ感情的陀なってしまう ，

⑤感情的に念るような ζ とがあっても冷静でいられる ，@衝動的Kなるとすぐ外Kあらわれやす凶など

の 3つである。第 13表一 (2)では ，④ものごとを正確に判断するととがで きる， @自分自身を頼り

にできる ，⑬愛したい ，主た愛されたいという気持をうまくセーブするととができるなどの 5つが，統

計的K確かめられる。第 14 ~受は，実習効果に関連すると想定される EmT (OCとlcとを含む)の全調

査項目 Vてついて，その総合的効果を統計的K分析検討するため(tL，繰タ返しのあるる要因分析の実施結

果を表示するものであ 9，その 5要因は .EmT ， 1 ， Tである。 ζの分析結果は，誤差 {R (EmT・

1 .T) }vc対して ，情緒統制型別差異を表わす EmTのみが，統計的K刷ゐめられる。な:1:.'，Ocの得

点傾向は，よ b高lハ品等評定段階!1:接近する傾向にあるので ，情緒の社会統制が促進されつつあるとと

をしめすものである。

次VC，第 15表は ，実習効果に関連すると想定されるEE 1 { E x T (Ep， J p) とEmT (Oc， Ic 

とを含む jの金調査項目Kついて ，その全体的効財統計的附相附するために ，繰惜しのある 5

要因分析の実施結果を表示するものであ!1，その 5要因は ，EEIの経験や情緒統制の類型 (E) ， 1 ， 

Tである。 ζの分析結果は ，誤差 {R(E . 1・T) } vc対して ，EEIの類型別差異を表わすE ，調

人差を表わす 1，実醤効果を表わすT，個人と調査実施との相互作用別差異を表わす lxT，調査実施

竺 EEI の類型との相互作用別差異を表わすTxE~ どの 5 つが ， 統計的K礁かめられる。

5) (仮説-3) の検証

(仮説ーのは ，実習事態K会いて ，研修員自身に自己と実習経験との一致する状態がえられるなら

ば， 笑習を継続笑施するKしたがって ，研修員自身の自己の外在性は増大するであろうという想定であ

るつこの外在性VC ~射する笑習経験の意識的諸柁の方向を犯握するため(1: EEI を実施し ， その得点変化
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の編十的分析検討を行在った結果 ，ζの併究条件の限!:>VC:j;'いて，次のゆ笑が認められる。

( 1)全体的実習効果に臥しては ，EE1待点の 5要因分析から ，調査実施別差異 (T) ，個人 (1と

調査実施との相互作期別差異 ，調盆実施と EElの類型との相互作用男1)差異などが，銃計的l吃確か

められる。(第 15表参照のとと)

(2) EE IV'_)経験型(五xT)に闘しては ，外拡的経験型 (Ep)と内拡的経験室主(lp)とKないて ，

それぞれの 5要因分析から ，訪誼笑施別差異 (T) ，ぞれと他の接因との相互作用別差異などが統

計的VCii{l1かめられる。さらに ，EE1の情緒統11liJ型 (EmT)に関しては ，外的統制製 (00)と内

的統治IJ型(10)とにないて，それぞれの 5要因分析から ，調査実施別差異 (T) ，それと他の要因

との相互作用JlI盛典などが紛計的K確かめられる。(第 i， 8 ， 1 1 ， 1 2表参照のとと)

(3) EE 1の全調企項目K関するEEIの類型 (E)月lJ，調査項目(i )別の 2要因分析では，外的

情緒統衛l腿(Oc)VCシいて，@あまり ζだわらずに感情をあ、もてK出しているの 1つが ，統計的K

確かめられる。(第 13表一(1) 参照のζ と)

友好，研修員の個人差を表わすIが送信十的κ確かめられて:j;>!:>，俗緒統制型 (EmT)の内的統

制j型 (10)を除<， E E ]の経験型 (EmT， Epとlpを含む) ，情緒絞枇型 (EmT)の外的統

制型 (Oc)(1(拾いては，経験が銀汰され情緒統制が強化されるという結果がえられる。

以上のEEl(1(関する統計的分析検討から， EEIの得点変化が認められない。あるいは ，その得点

がある一定の品等評定段階尺度K収飲するであろう，という統計的介析検討上の帰無仮設が棄却される

結果，一応(仮説-3)は検評される ものと認められる。(符号κ関しては ，以下 同じ)

4 (仮説 -4 )について

1) G 1 1の実施結果

(仮説ー4)に闘するG] 1の調査は， Q分類法Kよるものであ!:>，その調査実施の方法は ，調査項

目の1問ずつが配入しである 75枚のカ ードを，あらかじめ用意されている品等評定段階の枠組み』てあ

てはめるととKよって行念われる。資料JV-4(45ページ参照のとと)のG1 1の評定基準(以下

G 1 1の基準と略す)は .G 1 1の縦十的分析検討K使用するためVC，研修担当所長5名のG1 1の実

施結果からえたものである。

~事;- ，との基準と，神伝川県教育センタ ーのカ ウンセラーの方々が選定する理想、の教師像と しての

G 1 11'(関する評定基準項目刊とのピアスン(K.Pearson) の相関係数(以下 rと絡す)61)は，

日835(0.761:;五ρ三五 G.905) +であ.!?，( ) +のなかは母相偽係数 (ρ〉の9甲骨推定の信頼区聞

を示す。

2) G 1 1の統計分析検討

第 16表は，実習効糸('[1剥速すると想定されるG1 1の金制査項目か ら，縦十的分析検討のために無

作為抽出された 15の調査項目を ，調査実地(笑官事前 :BT，実習事後 :AT 羽IJ，個人 (1)月IjVC表示

するものであ!:>，表C得点は ，G 1 1の品等評定段階尺度待点(以下 得点と略す〉であるr 第 17表

は，第 16表のG1 1の1/5抽出項目に出する繰タ返しのある 5要因介析の実施結果であ!:>，そのき要

因は， 1 • i ， Tである。 ζの分析結果は ，誤差 {R (1・i. T) }!'C対して ，個人差を表わす 1• 
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第 14表 EmT (Oc.Tc)得点の要因分析

FI  SSI  f I MS  I Fo 

E田T 1134.891 11134.89121.30持

I I 57.55 I 7I 8.2パ1.29

T1  12.621 1 1 1μ パ1 .99 

EmTX 1 I 1 0 3.9 9 I 7 I 1 4.8 5 I 2.3 4 

IXT 

TXEmT 

R (11:皿T.I・T

T. 

16.78 I 7 2.39 I 0.37 

31日lf1

第 15表 E E 1 (ExT.EmT)得点の要因分析

F S5 f M5  Fo 

E 321.68 31107.22 33.10 来栄

209.69 7 29.95 8.97 来栄

T 47.40 1 47.40 14.19味，来

E)く1 128.90 21 6.13 1. 8 3 

IxT 61.82 7 8.83 2.64 米業

岱<E 50.53 3 16.84 5.04 金持味

R (E'l'T) 7日17 21 3.34 

T 890.19 63 

調査項目男1虚異を表わす i ， 実習効果を表わすT~どと ，それらの要因間の相互作用別差異在どとが ，

統計的K確かめられる。第 18表は， 1別， T JlIJのG 1 1の実施結果K関する f ，それらと G 1 1の評

定基準項目との r友どを表示するものである。表の fvは， 1別 ，T5JIJのG ( 1の実施結果，他人別の実

習事前と事習再織とのC 1 1の調査項目間VC;)O'ける rを示すものである。 fBは， 1 JlIJ ， BTのG 1 1の実

G 

第 16表 1/5抽出調査項目得点

庶子三、 (7) (9)1(11) (14) (20) (23) (31) (37) (43) (47) (54) (60) (61) (71) (75) 

A 5 -3 。-1 2 -1 -2 D 。2 

B 5 -2 1 。2 2 。 -2 1 

C 5 2 。。-'2 -2 -1 。。 2 

D 5 1 2 日 。。D 。
BT 

E 5 2 一1 2 4 2 -3 -2 -2 1 日 。
F 4 。 1 。3 2 -2 1 2 。 2 2 

G る -2 日 日 。 -2 2 -3 。 ー2 口 2 

日 5 。。ー1 2 。-2 5 。
一一一←一一一 一A z 。 2 -2 。1 。

ト子ト?-2 -1 。2 2 -2 -2 2 -2 

日 1 -2 2 -2 一1 。。
D ろ 1 2 。o !-1 1 。。 。日

AT 1-
E 五 1 2 -1 -1 。1 。-3 。 -2 。。

。。 ー1 o 1-2 2 -3 1 2 。2 2 

2 -1 -2 2 一2 2 2 D c D D 

lH 2 I 0 2 2 -2 -2 Iー1 日 1 
ー一一 」
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施結果 ，個人別実習事前のG1 1の実施結果とG1 1の基準との調査項目間t亡命ける rを示すものであ

t • fAは .1月IJ.ArのG1 1の実施結呆，個人別笑習事後のG 1 1の実施結果とG1 1の基準との調査

項目筒K辛子ける rを示すものである。次VL.街修員8名のG 1 1の総合結果は .G 1 1 V基準との関連

K幸子いて，表の計 (T.)VL.それぞれ表示してあ 9，rv= 0.657 (0.362;;五ρ妥 0.793)ぃ fB = 

0.520 (口.263三五ρ孟 0.70 1 )十， rA =口.662 (0.45 2豆ρ孟 0.796)一; と左どと在るo ~名、 ， 研修

担当所員5名のG 1 1 V総合結果は ，G 1 1の基準との関連にないて ，f'=0.803 (0.664豆ρ孟

0.885) .1ーであタ，以下 とれをf'とする。第7図は ，G 1 1の総合結果とG1 1の基準との fVC闘す
捕

る検定の笑施結果を表示するものである。表の①は ，fBとf'との独立念場合(rC合ける母相関係 (ρ)

のぎの検定%笑施結果から，それらの差異が統計的怖かめられるととを示すものであ.')，茨の②は，

fAとf'との独立念場合VL，①と同じ検定の実施結果から，それらの差異が統計的K確かめられない ζ と

を示すものである。

さらVL，表v@は ，fBと川の独立でない場合同ける相関係、数の勧検定636っ実施結果から ，それ

らの差異が統計的K確かめられないととを示すものでるる。一般に相関係数は，みかけ上の関連的効果

を表わす性質があるので ，次(tC， fvを一定とする場合の fv ， fA ， fB の 3者κついて ，偏相関係数
65) 

(rAB.V) を求めるととも(1(，その検定 を実施する。その結果は， f AB. V = 0.4 8 0であタ ，その検
う任帝

定結果は to=9.669."'''' (f=72， a<0.005)であって， fAB.Vが日でないζ とが志穏十的K確かめ

られる。

3) (仮説-4) の検証

(仮説-4)は ，実習事態にかいて，研修員自身に自己 と実習経験との一致する状態がえられる走ら

ば，実習を継続実施するにしたがって，研修員自身の肯定的自己関心が増大し評価の主体性に影響する

であろうという想定である。 ζの肯定的自己関心の増大による評価の主体性iて関する実習経験の意識的

諸相の方向を把握するためVLG1 1を実施し，その得点変化の統計的分析検討を行なった結果， ζの研

究条件の限!JVC;t'いて，次の事実が認められる。

( 1)全体的笑習効果に闘しては， GIlys無作為抽出の調査項目得点の 5要因分析から，調査実施

別差異 (T) ，調査実施と他の要因との相互作互作用別差異念どが ，統計的に確かめられる。(第

1 7表参照のとと)

( 2)全体的実習効果に閲しては ，G 1 1の基準との闘速に品、いて ，G 1 1の総合結果の相関係数とそ

の検査で把握される。 G 1 1の得点変化は ，笑習を継続実施するにしたがって ，G 1 1の基準との

相|必係数は高〈在ることが ，統計的K確かめられる。(第 7図 参照のとと〉

( 3) さらに， G 1 1の総合結呆の偏相|鉛係数とその検定{宅島、いて ，G 1 1の得点変化を一定とすれば ，

偏相関係数(rAB・v)は 0.480であタ，偏相剥係数は日でないという統計的念保証がえ られる。し

たがって， (2) との凶速から ，G 1 1の得点変化が， GGの基準K接近する方向κ名古いて，迷統

的な|剥速の 5ちK行なわれるζ とが，統計的K確かめられる。

以上のG1 1 VL凶する統計的分析検討から ，G 1 1の得点変化が認められ念い ，あるいは，それが無

作意の結果である ， といラが'~.十的分析倹討上の帰無仮説が棄却される結果 ，一応(仮説- 4)は検証さ

れるものと認められる。(符号κ闘しでは，以下 問じ〕
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第 17表 1/5無作為抽出の調査項目得点の嬰因分析 第 18表他人男l畑出係数

F 55 f M5  F。

I 10.16 7 1.43 3.86 味米 li三 fv 

1 24 6.08 1 4 1 7.57 47.48 来 栄

T 1. 8 3 1.83 4.94栄

A 0.84日

B 0.430 

C 0.824 

lxi 1 78.1 6 98 1.8 1 4.89 来栄 D 0.718 

ixT 11.61 1 4 0.82 2.21楽 E 0.728 

1'X 1 38.53 7 5.50 14.86 米米 1 F 0.45 2 

R (1' j.カ 37口5 98 0.37 
G 日750

1'. 523.40 239 
H u.5 1 5 

T 0.657 

第 7図 総合結果の相関係数とその検定

① 母相関係数の差の検定 研修担当所員

1 t 1= 1.992* ~=0.D465) 守
( r'=口.8日3)

② 母相関係数の差の検定 〆 l 

1 t川1=1け.16“6(収α=0.2462) /:  "¥ 

@ 相関係数の差の検定 / : " 

t = 0.791 ①兼↓ 、②.
/ G 1 1の基準 ¥ 

f=72 (0.5D>α:>0.25) / ノヘ ¥ ， 、 、

fa 

0.728 

0.420 

日776

0.372 

日.622

0.297 

0.622 

0.324 

0.5 2日

/ 、"

(fB = 0.5 ~ 0)←一一一一③一一一→ 一(l'A，=0.662) 
、、

、

/ s;←ーーーー一 一ーー (fv= 0.65 7 )ーーーーーーーーーミ~

(実習事前) 研修員 (実習事後)

5 (仮説 - 5 )について

1) M M P 1の実施結果

fA 

日771 

0.558 

0.79 2 

0.601 

0.622 

0.563 

0.648 

0.734 

0.66 2 

(仮説ー5)に関するMMP1の集計結果は，資料Wー5 ( 45ページ参照のこと〉のMMP1集計

表K記してある。第 8図は， MMP1の検査実施 (1'，実習事前 :1九，実習事後:&r)別，検査尺度(

s ，妥当性尺度 :Sv，臨床尺度:5c)別のTスコア (Ts，標準得点d.s.，平均 50)について， MMP1 

集計表からそれぞれの得点平均値を求め図示するものである。なな， MMPltJ:，一応標準化された検

査であるので ，分散の問寸生(1[1掲するコクラン検定は実施 してい念いし， MMP1の尺度の内容は ，妥

当性尺度と臨床尺度とに区別されているので ，MMP 1の統計的分析検討は， ζれらわ区別 して実施す

るο

2) MMPIの統計的分析検討

MMP 1の統計的介析検討a，RPI，CA5，EElなどの場合と，ほぽ同じ統計的手続き による
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実施結果であるので，その分析検討の内容κ関ナる記述は省略するC ただしTは， 笑習事前と笑習事後

とに行なったものである。

3) (仮説-5) の検証

(仮説-5)は，実習事態にないて，研修員自身K自己と実習経験との一致する状態がえられる?を ら

ば，実習を継続笑施するKしたがって，研修員自身の自己の心理的適応は最適の状態K接近するであろ

うという想定である。との心理的適応の状態に闘する実習也験の意識的諸相の方向を把握するためにM

MPIを実施し ，そのTスコアの変化の統計的分析検討を行念った結果， ζの研究条件の|以!?VC:t'いて ，

次の事実が認め られる。

( 1)全体的実習効果K倒しては，臨床尺度Tスコアの玉要因分析かQ，検査実施 (T) と個人(1 ) 

との相互作用別差異 (1X 1 )が，統計的K確かめられる。(第 20表 参照のとと)

( 2)部分的実習効泉VLI:刻しては，臨床尺度 (S)月IJTスコアの 2嬰因介析から， PdVL:};'ける検査実施

別差異が備十的VL1f制ゐめられる。(第 2"示 参照のとと)

( 3)臨床尺度Tスコアは低下する傾向で変化し，特VLPd(tL:ないて，著しい変化が統計的K確かめられ

る。(第 8図，第 21表参照のζ と)

以上のMMP1 VC関する統計的分析検討から， MMP1のTスコアの変化が認められない，ある1ハは

それが上昇する傾向VL~うるであろう，という統計的分析検討上の帰無仮説が棄却される結果， 一応 (仮

説-5)は検証されるものと考えられるω

6 総合的結果とその考察

1 )総合的結果

われわれ自身の経験事実K基づくならば，カウンセリングVζ関する統合的学習は，学習者自身の自己

肯定的経験のうちに行なわれるものであると考えているので，カウンセラーの養成あるいはその資質向

上を 目的にする研修Kないては，そのすべての学習的機会や研修事態VL:þ~いて，{iJf修員自身がカウンセ

リングK関する学習をどのようK行なっているものであるか，研修員自身が併修VCI謝する経験事実をど

のようK受けとめているものであるか念どが ，研修効果の究明・評価K関する研究上の基本的念問題に

なる。

とれらの理由から，研修(iL:T'けるカウンセリングK関する継続的実習を研究Kとbあげ，る。第 1年次

研究では，実習効果:VL関する問題として，笑習事態Vて公ける役割遂行過程の心窪的適応の状態 と言語的

実習状況との変化を問題Kし，役割遂行過程K伴う不安の軽減，不安の軽減と人格変容との関連，言

語的実習状況のロジャリア ンへの接近など諸仮説を検証するために.CA S ，MM  P 1 ，スナイ〆ーの

カウンセラ一範ちゅうなどKよる客観的測定とそれらの統計的分析検討とを実施した結果，諸仮説を

検証し確かめる ζ とができた。この第 2年次研究では，実習効採に関する問題として，自己K闘する現

象学的理論K属するロジャーズ，コムズとスニァグらの学説!iL基づいて諸仮説を設定する。 念会，実習

事態、の役割遂行過程K閲する問題は，自我あるいは自己に闘する社会心理学的理論としての学説では ，

自己と役割との関係K謝する問題となり，すでVC，第 1年次研究VC:t、いて ，その一端を問題Kしたとこ

ろである。 ロジャーズ らの現象学的自己理論に属する学説か ら，笑習事態の役割遂行過程tて|認する問題
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第 8図尺邸内スコ ア 平 均 値

M M P 1 

第 19表妥当性尺度 (Sy)Tスコアの要因分析

同
九
日
刊

f
A川

rr'tilt---

い
い
い
い
トU
U
1

h
11
 

30-i 

20-

Ts'i1今L 吉氏!日sD Hy Pd Mt Pa Pt Scぬ Si

(Sv) ; (Sc) 

F SS f MS  F。
236.38 33.76 0.57 

Sv 3426.25 311142.08 19.36 来栄

T 6.25 1 6.25 0.10 

IXSy 3490.75 21 166目 22 2.8 1兼

SvXT 1 2 7.6 3 3 42.54 0.72 

Txl 8 1. 25 7 1 1.6日 0.19 

R (1'丸.1フ1238.87 21 58.99 

T. 

第 20表臨床尺度 (Sc)Tスコアの要因分析第 21表尺度別Tスコアの要因分析

F SS MS  F。
2085.85 7 297.97 I 8. 27時

Sc 6247.93 中 169L.21 119.27'*帯

T 97.65 2.71 

lxSc 5779.22 63 91.73 2.54 報栄

ScXT 485.54 ? 

τ'XI 980.80 7 140.11 3.89 来来

R (1・Sc'T) 2268.51 63 36.01 

T. 17945.50 159 

( 1 )妥当性尺度 (Sv)

|てlpn14 ) T(Fo~~:~) 。02=7 02=7 

? 4.64来 0.64 

L 2.85 1.20 

F 1.78 0.35 

K 2.22 0.79 

(2)臨床尺度 (Sc)

l宝l(F02二)T伊n1=1)
。02=7

Hs 5.81常 1.23 

D 11. 7 8 米米 1.守口

Hy 4.38米 0.31 

Pd 2.1 1 8.1 7 柴

Mf 1. 4 1 0.31 

Pa 0.5 1 0.47 
「一一
Pt 2.7 3 0.18 

Sc 3.01 0.1 8 

Ma 2.69 日92

Si 2.72 0.00 

(注)*MM  P 1の測定尺度

・妥当住 尺 度($.，) 

?疑 問点 L 強制点 F 妥 当社得点 K K点

・臨床尺度 (SC)

Hs 心気喰尺度 D 鈍Jうつ住尺度 Hy:ヒユテ リー尺度

Fd 精神病質的側俗世尺度 Mf 性 皮尺皮 Pa 例執也尺~ Pt 精神衰弱尺度

Sc 精神分裂性尺I;t r吻 :縫そう性尺度 Si 社会的向也尺 度

をとらえれば，その事態に公ける自己と実習経験とのi長l係K凶する問題であって，個レへの主体的笑習経

験そのものが問題と在るので ，との研究では ，個人的次元VC:l>'ける笑習経験の意識的諸相の法化を中心

VCして， 実習効来を究明し評価する乙とになる。

諸仮説は ，自己と笑習経験との一致Vてよる自己の開放性の変化jlLl剥する(仮説-1)むよび (仮説-

2) ，自己ときた習経験との一致rcよる自己の外在性の変化VCI謝する(仮説-3) ，自己と実習経験との
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一致に よる白己の肯定的自己関心とそれに・伴う自発的価値評価の変化に関する(仮説-4) ，自己と

爽習経験との一致による自 己の心理的適応性の変化K闘する(仮説ー 5)の 5つである。

以上の誇仮説K基づ〈客観的制J定とそれらの尖施結果!rC関する惚十的分析検討とを実施したとζ る ，

との研究条件の~J;l !> vc沿いて， 次κ記述する総合自そ帰巣が ，統計的に確かめられる。なお・ ，とれらの研

究結果は ，実習の継続実施K伴う実習経験の意鍛的変化であ t，谷観的測定Vてよタ把握されたもので

ある。

(仮説 -1)に↑刻するRPIの術究結果から，①笑習効朱としての実習経験の意般的変化は ，RPI

得点を ，総合的に開放的な怠味づけの方向K変化させるという傾向がある。@その意味づけの方向は ，

f心のうちとけたJrあたたかいJr新しい見方 ・l惑じ方がひらけて〈るJrとの(実習事態の)闘係

K対する信頼感がもてるJなどの調査項目 K認められる。@さらκ，ζれらの意味づけやその方向への

変化は ，研修担当所員との笑習の組み合せによる影響が少な〈て，個人差のある研修員自身K生起する

もDである。な公 ，との閉鎖的な意味づけvcr.刻しては ， (仮説-2) と闘達するものと考えられる。

(仮説-2) itC闘するCASの併究結果から，①実習効果としての笑習経験の意識的使化は ，CAS

標準得点を総合的に低下させる結呆， CA S ~てよ b測定される不安を放少し軽減させるとい う変化の傾

向がある。②その不安の減少や桜滅の程度はわずかであり ，しかも ，ぞれは特定の不安因子のみKみら

れるものではなくて ，すべての不安因子K出速すると認められる。③さらrc，とれら不安因子の変化は ，

研修担当所長との災留の組み合せによる影響は少なく ，個人差のある研修員自身K生起するものである。

(第 1年次研究の追試)

(仮説-3)陀臥lするEE 1のゆf究結来から ，①実習効巣としての尖習磁験の意識的変化は ，EEI

得点を ，総合官、.)itC外在的な意味っ・けの方向K変化させる傾向がある。②その意味づけの方向は ，EEI

の経験型砂~I句的な外拡的経験全11. ，内向的念内拡的経紙型)と情緒統制の外的統制!型(情緒の社会的統

告11の意味)と1'(認められ ，特K.外的統制型Kぁ、いて， rあまりこだわらずK感情をお、もてK出してい

る」の調査項目 VCJ認められる。なか ，これらEE 1の変化は ，個人差のある研修員自身K生起するもの

である。

(仮説-4)に関するG1 1の研究結果から，<1演習効呆としての突督経験の意識的変化は， G 1 1 

のQ分類の総合結果を ，研修姐当所員Kより選定したG1 1の基準K対して，よ P接近させる方向に変

化させるという傾向がるる。②その方向は ，r生徒たちは色ら成長し ，向ら変化する力をも っている」

「生徒は自分の行動を自分自身で決定する時Kζそ生産的創造町、11'1:なるものであるJr教師としての第

ーの条件は生徒の自発件 ・自主性を信頼できるζ とKあるJr人間は本来善良なものであるJ念どの調

盆項目が高〈言平定されるようになるという ζ とから示されよう。な辛子，ζれらのG1 1の変化はパ国人

差のある街修負肉身(t[生起するものである。

(仮設一りに|刻するMMP 1の併究結呆から，①笑習効栄としての実留経験の港、滅的変化は ，MM

P 1 ;襟準得点 (Tスコア)を，総合的K低下させる結朱， l¥Ill¥lj P 1 "亡よ D測定される人格特性を心理的

適応への方向K変化させるという傾向がある。@その人格特性のゑ:イヒの程度はわす'iJ.であるが，特κ，

精神病質官対馬術性尺皮 (Pd)に2Eめられる。念な ，ζれらのMMP1の変化は ，個人差のある研修員自

身に生起するものである。(第 1年次(tff究の追試)

- 25 



とのような総合的結果がえられていたので ，一応諸仮説は検証され確かめられるものと考え られる。

な:10'，次K総合的結果に閣しては ，今後検討されてよい問題や疑問が残されていよう。

2 )総合的結果の考察

との研究は，実習効果としての個人の主体的実習経験Kついて，特K個人的次元Kなける実習経験の

意徴的諸相の変化K関する ものであ.!:J，研究万法は ，その意識的諸相の変化問調する諸標識の構造的 ，

対象的把握をめざす客観的測定法によるものであるので ，とか〈研究上に論理的矛盾や対立を きたしや

すいものであるといわれている。時さらK，実習効果K関する客観的測定による数量的研究には， 2つ

の方向があり，その 1つは個人の人格特性や人格を中心Kする方向であ 9，他の 1つは対人関係やその

相互作用を中心Kする方向である。時，6~との研究では ， とれらを総合的Kとらえる自己K関ナる現象
学的理論の学説K基づ〈 諸仮説を ，実習効果K関連すると考えられる個人的機能 ，特K知覚 ・情緒・ 態

度 ・人格特性 ，あるいは人格K除する客観的測定から，統計的K検証しようとするものであり ，その実

験計画の全般Kわたる数量化の問題がある。時 ζの問題は ，仮説検証のために使用する検査 ・調査の選

定とともに ，数量化のそテソレが ，一応研究計画K議入されるかどうかというととである。念む ，心理泊三学

的な個人的機能には ，欲求 ・動機.情緒 ・態度・人絡特性や人格念どがあると考えられる。

(仮説-1) と (仮説-2) とは ，自己の解放性あるいは閉鎖性iてついて，対応的関係κあるもので

あって ，それぞれK関する研究結果は ，実習効果としての実習経験の意詩的諸相Uてないて， 自己の開放

性を促進する という変化がみられ ，一応実否そのものが ，僻修者中心κ行なわれていると考えられるし，

それらが社会前知覚K関する問題であるとも考えられる。しか し， R P 1の鯛査項目自体が ，一般意味

論攻どからの検討を嬰するであるう し，不安Kついては ，個人的投稼題解決におIして，その促進的側面

と妨害的側面との 2つの領1I面をいものである%で，昭事態附ける側遂行過程を ，学習や行動

の問題として把握するζ とによって，その 2つの側面とそれらの関連が究明されてよいものであろう。

(仮説-3) ， (仮説-4) ， (仮説-5)の 5つは ，(仮説- 1) と (仮説-2) との自己の開放性

の促進とその結果K闘するものであると考えられる。自己K関する現象学的理論の学説や社会的知覚の

研究Vてないては ，知覚に伴う随伴的現象として把損される問題であるが ，個人的機能を重要視する学

習や行動lて除jする心理学研究で取b扱う問題であるので ，さらK今後研究を継続実施するととによ って ，

とれらVζ関ナる検討を行危う必要があると考えられる。念訟 ，研修員の個人差が，実習効果K緩めて大

き〈影響 しているととが明らかtてなり ，ζのととについては ，すでK第 1年次ftff究Kむいて ，解明され

ている事実でもある。

む す ぴ

との第 2年次研究の内容を要約すると ，次の記述となる。当教育研究所が実施している 「中学校カウ

ンセフー長期研修」では，カウンセリングlて闘する実習方法のーっとして ，ローノレ ・プレイングによる

継続的念カウンセリング笑習を行Zとっている。 ζの方法Kよる尖習は ，カウンセリングK闘する経欺的

学習Uてあたって ，効昇的な ものでるると経験的Kいわれていゐので ，ζ とでは ，@f修IfC会ける実習効果

b一端4・，実証的lそ究明 l評価 しよう Lするものであるの研究tてあたり， ノりウンで 1)/グκ艮jする統合
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約学習は ，研修員自身の自己肯定的経験のうちVζ行なわれるものと考えて，諸仮説を ロジャーズ ，コム

ズとスニ yグらの現象学的自己理論から設定する。諸仮説は ，個人的次元の実習効果 ，実習経験の意識

的諸相の変化(，z:t錯するものでさ:，!>，笑習事態κなける，①自己の開放性，@①との対応、関係、にある自己

の閉鎖性 ，@自己の外在性，@肯定的自己樹心とそれK関連する自己の主体性，@自己D心理的適応性

などの5つでるる。客観的視IJ定Kよる諸仮説の検証のためVL，①関係、状況の知覚K闘する調査 (RP 1) 

@関係状況の不安K関する検査 (CAS) ，@経験・情緒統制の傾向に関する調査 (EE 1) ，④指導

観に関する調査 (G1 1) ， @人格特性あるいは人格K関ナる検査 (MMP 1)念どを実絡し億十的分

析検討を行なうものである。とれらの実施結果から ， との研究条件の限タ VLj，~いて ， 次の事実が統計的

K確かめられ認められる。

( 1)実習を継続実施するKしたがって，実習経験の意識的諸相は，自己肯定的方向K変化する。

( 2)実習経験の意識的諸相の変化κは，笑習者の個人差があるととが認められる。

(りとの変化は s笑習の役割関係の事態で生起するものであるが 3相役との相互作用を無視する場合

でも，相役とほとんど闘速走しに，生起するものである。

(けとの変化する方向は，実習者自身の自己肯定的経験のうちκ意識イヒされ象徴化されるものであっ

て，自己と実習経験との一致への状態K接近するととをしめすものである。

(5 )以上の結果から，個人的次元での笑習効果は ，実習者自身の主体的経験そのもののうちK把握さ

れるものであると考えられる。
か食

との研究結果としてのPよ上の事実は ，初修員が自己自身K適った方向K，実習事態口、ける経験を受

けとめてその事実K学びつつあるということの一端を ，傍証するものであるとともVC.一応♀L上の諸仮

説を ，それぞれ検証し滋かめたものであると考えられる。

あらためて，カウンセラーの養成あるh は，その資質向上のための研修の意義を問うならば研修員も研

修担当所員も ，ともに自己が変容(rCとむ可能性を豊かK秘めているという存在であるζ とを，研修のあ

らゆる機会Kないて ，経験的事実としてそれを認識する ζ とにある。とのととが，ひいては人聞のi潜在

的可能性への信頼 ，それを限りな〈尊重する人間観念どとえdl，カウンセラーとして尊心従事できる実

践への発端とも在ろう。とのようなととから ，研修Kシいては ，研修員と研修担当所員とが，自己の現

実的課題を発展的に解決するためVC，ともK自己自身をそれ(<<こ投企しあうととが望まれよう。

との研究は ，実習K参加された 11名の研修員のご支援ど協力がなければ ，とうてい実施するととが

でき念いのであり ，研修員の方々に感謝の意を表するものである。 iij，-，ζの研究をともvc企画し実施

したのは，東山修二，堺嘉治，苅音。良吉，池田妻子所員であタ，研究を玄とめて，執島したものは，-

小川敏通である。
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注 目)戸田・寺岡 数学的心理学級観 「心胆学研究j第36巻 第2号 日本心到!学会， 1965. p.76-93目

注 7U )異常行動研究懇話会 異状行動の諸問題 「心理学研究j 第 33{~ I) 1号 E本心理学会 .1962.11.43- 45.
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I 中学校カウンセラー長期研修の蹴要

当教育研究所では，特に県内中学校における生徒指導の充実徹底 講義，実習，研究論文作成などになる。

の要議にとたえ，その一助のために昭和39年度から，中学校Kお 講義はカウンセリング研究上の視点を得るための導入・紹介であ

けるカウンセラーの養成をめざす「中学校カウンセラー長期研修J り，教育概論 ，生徒指導，箆床心理学，相談心理学 ，精神医学，小

を行なっている。 児医学などの 20講義を実施し，特に専門講義θ一部については，

との研修は，県内市邸およびその近綾町村の中学校で現に生徒指 新潟大学医学部 ，教青学部，指導課などから，それぞれに専門の方

導を但当1.， .ζれに関する実践的研究業績や研究課題をもっ教員を 方を講師に迎えて実施した。

対象11:.当教育研究所における教育相談の施設設備とその活動を活 実習は人間理解へのあり方や研究方法を体得するための実技 ・実

用する長期間 θ定期的研修を実施するものであり，カウンセリング 演であり，心理倹査，ロ ール・プレイング，事例観察記録研究 ，ワ

tr.隠する実践的経~学習と臨床的研究をする機会を与えようとする ーク ・ショ ップなどの7実習を実施した。

ものである。 研究論文作成tt_，研修員が個人的研究課踊について，自主的に調

カウンセラーの養成11:.関しては，力ウンセリ yグがきわめて自己 査研究l."その成果を論文としてまとめるものであり，研究内容の

研修にまつ実践であるため11:.，画一的な研修計画を確立する ζ主が 駁要は，昭和 40年度中学校カワンセラー長期研修員論文 (1編)

むずかしいので，とれまでの教育相談話動tr.Aづく経験事実とその にまとめ，当教育研究所の[教育実技研究集録(第3集) 1966J 

共同研究協議から.研修実施上の構想を立て，一応その構想にそっ に掲載し刊行してあるので，参照されたい。なお ，2名の研修員の

て行なっている。 方々が，研修期間中にご栄転されたりど病気忙なられたりした事情

昭和 40年度中学校カOンセラ ー長期研修員は 9名であり， I があったので，との教育実技研究集録には，これらの研修員の方身

か年間の定期研修を実鈍した。研修内容を便宜的にわけてみると， の研究内容の掲載を割愛した。

E ロール・プレイングによるカウンセリング実習の概要

ローJレ・プレイ Yグ(r<te playing回目hord 役割演技

法)は，人間関係の改善や~II線心ー方法であって ，モレノ(\10reno ， 

J.L.)が健唱するサイコドラマ(psychodra III a 心箆崩Dの

技法を応用するものである。その実施効果には，一般的に三つの側 (注)

グの現実的場i1iiを即興的に再現し観察しあうとともに，それ

らの経験に基づ〈共同研究討議をあわせて行なうととKよる。

面があるといわれており ，これらが自主的に総合的に行なわれると ロール・プレイングによるカウンセりングの実習効果

ころに特色がある。その一つは ，学習的側商であって，知的学符を Eの方法による実習は ，カ ウンセリングの直接的経験を得るた

経験的に深化体得することになるので ，統合的学習が促進される。 めに，効果的な実習万訟であるといわれているも@である。実習

を@二つは，訓練的側面であって.円満なメンパーシップ (memー での役割D遂行は，実習の事態K関する適応の問姐である。実習

bership 成員性)に必要な対人的感受性を培う ζとになるので， 経訟を役割程議から説明すれば，次のようK考えられる。

ひいてはリ ーダーシyプ (leadership l~導性)が訓練される。 カウンセラ ー・クライエント・実習鰻察者などのそれぞれの役

その三つは，心理治療的側面であって，情緒的緊張が自発的に解消 割において，他から役害Jtr.期待されているものに応じられるよう

されるととになるので，社会的な適応性が高められる。 に， 自己の役割と{自の役割との関係文脈を知り， 自己の要求と役

割とを主体的に統合し，通切な役割を自発的に発展的に遂行する

ι の実習の目的・方法は.~に記すとおりである 。 ということになる。たとえば ，役割への期待として，カウンセラ

1)目的 ーにはロジャーズのカウンセラ ーの態度的条件をみたす Eと，p 

実習に参加する個人個人が，カウンセ7ーとしての資質を培 テイエ Yトには悩みもつ人間になりきるとと，実習観察者Itは実

うために， 自己自身にかなった方向陀おいて， íJ!: ~Jl .iÆ行の経 習拡察IC基づいて自己自身をみつめるととなどが盟主れよう。そ

験事実を学ぶととにある。 れらを，それぞれの役割において ，どのように知覚し遂行するか

2)万法 という ζ とである。

研修員と防修担当所員とが，カウンセラー・クライエント・

実習観察者などの役割を相互に交換しあって，カウンセリン
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昭和 40年度中学校カウンセラー長期研修の夏季集中研修(宿泊)

では，ロ ール・プレイングによるカウンセ 1)ング実習を ，カウンセ

ラー‘ クライエント・実習¥'!i祭者などとしての役割遂行の経験事実

を得るために ，次の方法により実施した。

3 )実習 l回あたりの所要時間は約30分とし，役割演技に直

接携わらない参加者十t，実習状況を随時観察する。

4)カウ yセラー・ローJレの実習は午前に行ない ，クライエン

ト・ロ ールの実習は午後に行なう。なお ，実習終了後参加者

一聞は，実習に闘する共同研究協議を，約 60分行なう。

1 参加者 5 )実習を円滑に実施するために ，これに関する予行絞習その

昭和 40年度中学校カウンセラー長期研修員 9名(男子) .夏 他を行なうこ止もある。

季集中研修特別研修員(中学校教員) 2名(男子) .研修担当所

員 (教育担談専任担当カ ウ:;-e7-) 5名(男子 4名・ 女子 l名) :3 実 施

計 I6名 1 )笑習は当教育研究所 (教育相談専用面接相談室その他)に

おいて .89和40年8月II日.1 2日.I 7日.1 8日，

2 手 続 1 9日の 5日間に実施した。

1 )研修員と研修担当所員とを相互に組み合せて実習を行なう。 2)実習噸序とモの組み合せは，参加者の抽選tLよって定め，

その組み合せは毎日夜更し，各研修員が研修位当所員の全員 2グループになって，それぞれ日1)室で所定の手続きによ り笑

と実習を行なうまで継続実施する。 施した。(付第1;在 参照のこと)

Z)lVf修員と研修担当所員との}つの組み合せにおいて .Iii<:初 3 )研修員・特別受講者のうち， 3名lr-校務上の事情などがあ

研修員は ，カウンセラ の役割演技(以下 カウンセラ ・ ったので ，延3日間実習に参加できなかった。

ロールと唱す)を行ない，次に研修員は，研修担当所員と役 4 )実習中とその前後において.Iクラ イエント・ローJレの遂

割交換し ，クライエYトの役割演技(以下 クライエ Yト・ 行過程における人絡変容に隠する研究jととの研究の検査担i

ロールと略す)を行なう。 定を，それぞれの研究上旬手続きによって実施した。

付第 1表実晋傾序とそ¢組み合せ

資 E 

2 3 5 l 2 3 4 5 6 

(符号説明)。 実習 グループ

イa ウe 工 d オc 'Tb キc ?b ケa コe tJd サc
R 実習実施順序

N 実習実施回数

2 ウb エa オe 'Td イc クd ケc コb カa キe サd
1-サ: 研修員

ト一一一一一
a-...e: 研修担当所員

3 工 C オb 了a イe ウd サe コd カc キb クa サe I 

4 オd 7c イb ウa エe コa カe キd ? c ケb サa

5 ウc エb オa カb キa クe ケd コc サb

E 検査測定の内容

この研究に使用する諮検査・諸調査は ，実習事態との関係状況の ζれらの誇総査.論調査の検査測定事項.下位検査項目・諭査項

知覚に関する調査(以下 RPIμ、う) .不安測定検査(以下 目を .次に図表化して掲放する。なお.CAS ，M1ν'lPIについて

CASという) ，経験・情緒の状態に備する調査 (以下 EErと は，日本飯と して桜準化され市販されているので ，検査内容の桜安

いう) .指導観に隠するflj査 (以下 G 1 rという) . U.ソタ多 を ，検査使用の手引書 ・解説書tL基づく紹介記けにとどめたい。

面人格目録検査(J2，:下 恥仏~p 1という)の 5種類である。
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1 R P I 

RPIO調査察I'i. 1 0調査項目の左右 .r非常にJとの間を.1品等評定段階 (-3--ト3)rc .記入評定する形式に作成した。

付第1121RPIの調査業 Oのなか@数字は調査項目I号である。

①~⑬の各項目ごとに.いまζとで ，あなたが思うと ζろに .0印をーつ記入しτくだきい。(記入例ー1--<D-ー1-) 

非 か や ど 阜 か非
ち
n 

常なで ζf 常
も
な

tこりキ， ~ 、再おり』こ

↓ ↓↓ L↓↓ ↓ 

心のうちとけた① トート トート | トー1(1)心に阿てのある

あたたかい②ト ートートートー!ー・トーI@つめたい

狭い③ト ートー卜ー卜 n トート ‘I@広い

あかるい④ 1・ート句トートー|ー |ー I@くらい

ばらばらな@トートート。ト-1-ートーl⑤まとまιりのある

きっぽりした@1-ートー1・ 1--1-ート-]@ねちねちした

自分の気持を深めるととができる⑦トーlートートー|ートーl⑦自分の気持を深めることができない

新しい見方 ・感じ万がひらけて くる@トートートト トー 卜 ー l ③新l-~、見方 ・感じ方がひらけてとない

ζ@関係は自分の気持とずれていなし.@1 --1--1 --1--1ー トーl①この関係は自分の気持とずれている

ζの関係に対する信頼惑がもてる⑬ 1--トートートーlー I--I@この関係に対する信頼惑がもてない

lLL;:111 

↑
λ
非

常

に

↑

か

な

り

?
4や
や

令
I
ど
ち
ら
で
も
な
い

↑

や

や

a
lか
な

り

小

l
非

常

に

341 
2 CAS-' 

キャッテル(Cattel.R_R) .シェイァー (Sheier.l_ 付第2表 CAS標準得点(不安得点)とモの解釈

H_)の不安尺度 (AnxietyScale)の日本版として標準化き

れたものである。(国際太郎監修 東京心理株式会社)

CASは次に記述してある不安花関係する 5つの因子 (性絡特

性的因子)を測定する項目検査であって .4 0の下位検査項目か

らなる。

検査の実施結果の因子得点(粗点)から.1 0段階の標準得点

(不安得点)が求められるように作成されている。

Qj-旬子 : 人格統御力の火除 ・自我感情の発育不全

d-)因子: 自我の弱さ

し 因子 :疑い深さ・偏執的不安定性

0 因子 : 罪悪感

~因子 : 欲求不満による緊張・衝動による緊迫状態

5 2 E I ) 

原準得点 解 釈

10 楕神街生上特に留意すべき問題がある。治療的カウン

9 セリYグや薬物治療などを，必要とするものが，ほと

8 んどである。

不安が普通より向いので ，定期的検査などによって .1 

注意する必要がある。カウンセリングが望ましい。

不安に隠しては正常である。精神健康度からみて ，普
5 

通の仕事に耐え得る。

一一かし@んびりは|
2 動機づけのとぼしい場合もある。危険な特殊な緊張を

伴う職業に耐え得る。

EE I の簡査項目は，経t.~型 (ExT) においτ ， 外拡的経自主 と略す) ，内的統申iJi1(以下 1 cと略す)にわけられている。

型(以下 Epと略す) .内鉱的経t負担 〔以下 1 Pと略す)に EEIの調査察I'i， 46 JHt項目での fたいへんよくあては

わかれ ，情緒統制型 (EmT)において，外的統制型(以下 Oc まるjと「まったくあては荒らないjとの防をー10-ト1.0 

- ~ 5 ー



までの品等評定段階に記入評定する形式に作成した。?xにEE1 ([) 4 6 謁査項目を~~する。

I)Ep(10羽査項目) ()のなかの数字t1詞査項目悉号である。

( 1 )真実を素直に受け入れる捻うである

( 2 )自分の行動のしかたは現実の状況によってきめられる

( 3 )自分をとり主〈社会情勢に敏感である

( 4 )まわりからの要望に答えようとして .すべての努力をそ

れに傾ける

( 5 )社交的なj主主りに出るのが楽しみだ

2) lp(10詞査項目)

( 1 )自分の感情とか考え万を大切にする

( 2)自分の考えが周囲の人たちと衝突するととがしばしばあ

る

(3)自分独自の考えとか気持からまわりを眺める傾向がある

(4)自分民間有な見解があり，その見解に1!づいた目標に向

って行動する

( 5 )想像がDかなほうである

3)Oc(10調査項目)

( 1 )なにかきっかけがあると， すぐ感情的になってし主う

( 2 )あ世りとだわらずに感怖をおもτ K出している

(3 )まわりが感情的になってもあ主りそれに影響きれない

( 4)自分のまわりが感情的になると ，それによって自分も混

乱してしまう

(5)感情的になるようなζとがらがあっても冷静でいられる

l)lc(16調査項目)

( 1 )したいととがあると，とこるかまわずやって しまいたい

( 2)ほかの人と感情的に同調できる

( 3 )自分の欲求をうまく処理するととができる

(qものどとを正確に判断するζとができる

( 5)毎日C生活でしなければならないζとや，するべきζ と

が自分のしたいζとになっている

( 6)いますぐ.どうしてもやりたいことがあっても.それが

できる状態になるまでがまんできる

( 1 )白分のしたいことよりも.主ず自分がしなければならな

いζとを先行させてしまう

( 8)自分自身を綴りにできる

51 ) 
4 G 1 1 ' 

( 6)他の人々と共通した興味や関心が多い

( 7)社会的観点に立ってものどとを眺めるぬうだ

( 8 )主わりの出来事によっ C影響されやすい

(日)気分が沈んでいる時でも刺徴があれば元気Kなる

(10)自分の倒人的なことがら について採〈考えるよりも，ま

わりに信ったととがらについて恕いをめぐらすEとのほ

うが多い

( 6 )よく空恕にふける

(7 )人生とか世の中について自分の見方ないし理論がある

( 8)他人との交渉がわずらわしく，自分の内に引き込もる傾

向がある

( 9)自分の信ずるとζろを守り依くべきだとしばしば痛感す

る

(10)あまり自分のまわりのできどとにはとだわらぬほうであ

る

(6)どんなζとにも感情を主じえない

( 7 )白分の感情をその場のふん囲気に合ったしかたであらわ

すととができる

( 8 )衝動になるとすぐ外にあらわれやすい

( ~) )感情的になり，それがすぐおもてに出てしまう

(10)自分のおかれている状況をよくみないで感情をすぐ衝動

的におもてに出す

(9)何をしたいか，自分がたからず，いつも人のいいなりK

なってしまう。

(1 0)やりたいととがあると，あれとれ考えてみて現実Kうつ

す

(11)自分でしたいζともなく，ほかの人のように生活を楽し

めない

( 12)意志が強いほうだ

(13)毎回のささいな惑にでも自分c能力が発鐸できない

(1 4)愛したい，また愛されたいという気持をうまくセープす

るととができる

(1 5)あることをするために，白分の欲求を統制できる

(1 6)向分の感情を何とか処理するととに自信がある

白a;刀ードIC.G 1 1の75調査項目をモれぞれ印刷!..，正規分布を示す謁蓋測定上の枠組It:. 9品等評定震倍ILQ一分殺するためEこ使
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用する。 G1 1の翻査境目を次に記述する。なお， ( )のなかの数字は認査演目番号である。

( 1 )生徒の進歩や成績について特に責任を感じない

(2)会合や討議などの場合 ，すべての生徒が発言すべきであ

る

( 3 )生徒たちによって決められた目標は .結局は生徒たちの

ためにもっとも有益な日採になる

( 4)教郎の立場をはっきりたもとうとする

( 5)学習意散の乏しい生徒tt対して，教師は特別に信人指導

をおとなう責任がある

( 6)能力の低い生徒が学級内Cリーダ-jt.選ばれたとき，無

理であると予恕すれば変更させるのがよい

( 7)できる限り自分が生徒の気待ちを受けいれるととによっ

て，学級の受容的なふん捌気ω治大をはかる

( 8)口の達者な生徒が話し下手の生徒をやりとめているとき

には，それをおさえようとする

(9)教師の仕事は，生徒たちが教師11:たよらないでもやって

いけるようにすることである

(10)生徒たちがー絡に活動し始めるように援助するだけで，

生徒たちのために何らかの決定をしてやろうとはしない

(11)生徒は次第に向分のととは自分で責任をもつようになる

ものである

(12)生伎の疑問に対して誰か{自の生徒が答えるようにさせる

(13)教聞はすべての生徒たちから好かれるようでなければな

らない

(14)生徒の心理をよく理解しようとつとめ ，叱るときは大い

に叱るがふだんは生徒のよい遊ぶ栂手である

(15)生徒たちが最も効巣的に学習できるためには，まず教師

が学習C目標や内容をきめτやる責任がある

(16)知識・技能 ・見とおしなどの面で，最も優れた生徒を学

*1¥のリ ダ にするのがよト

(17)生徒が特定の行動をとるようにしむけようとはしない

(18)最も効果的な学習は生徒たちが自ら進んで学習に取り組

む時になされる

(19)生徒が教舗に対Lて特別の役割をとるように希望1る時

は，その気持ちを樫解しようとするが，必ずしもその希

望をかなえる必要はない

(20)生徒たちはやがて自分で目標を決められるようになるが ，

初めのうちは教師が目標を決めてやる方が効果的である

(21)生徒が自分たちの考えで学習活動を進めていくようにさ

せたい

(22)すべての生徒が自分は学級のー員であると感じるように

望む
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(23)教師は次第に生徒たちとまったく同じ学級の一員として

生徒たちに受けいれられる ようになるべきである

(24)生徒が勉強するかしないかは生徒自身で決めるととであ

る

(25)教師の仕事のうちで最も重要なことは，生徒の気持ちを

よく理解するととである

(26)生徒が教師を絶対的に信頼している時に最も教育効果が

あがる

(2りすべての生徒を集団活動に参加させるように働きかける

(28)教育や知識のたりない人は ，一般に彼らより能力の高い

人が指導する必要がある

(29)生徒たちの希望K従って特別の役割を演じる

(3の学級のために最良のととは何かを考えて，それに従って

生徒c行動に制限を加える。J)新しい学級は自分たちで決めたり，責任を持ったりする

Eとができないから，教師が指導しなければならない

(32)生徒が自自に自分を表現できるようになれば自分の問題

を自分で解決できるようになる。3)個身の生徒の発言を，皆で考えてb、る中心問題に生徒た

ち自身で1翼連つ・け5ように佐助する

(3 4)学級の討議を活発にするためにに，まず教師が個身の生

徒に質問して生徒たちの疑問を引き出すのがよい

(35)生徒たちが何をどのように学ぶかは，生徒たちの討議で

決めさせるのがよい

(3 6)批評・批判は時によって効果的な教育手段である

(37)一人一人の生徒と個人的に話しあう時間をつくるように

配慮する

(38)生徒が自分の行動を改めるζとに対I.，I正抗するのは ，多

くの場合外側からのカや圧力によって改めさせようとす

るためである

(3の昼徒は自分の行動を自分自身で決定する時にとそ.生産

的創造的になるものである

( 4 め生徒たちが~良の解決に到達するためには v しばしば教

師の援助が必要である

(41)一人ー人の生徒が言う ζとを ，すべての生徒が理解する

ように援助する

(-12)木成熟な学級11権威のある人吻ω影寝から解放される必

要があ る

( 43)教師は生徒たちよりも豊富な訓練と経肢をつんでいるか

ら生徒たちよりも疫れている

(H)ア級活勤への参加は値hの生徒自身の責任にまかせてお



く

( 4 5)生徒たちの不安や緊張は学級の目標達成の障害になるか

ら取り除くべきである

(46)命令 ・禁止 ・強制11教育の手段としてf&もまずい方法で

ある

(4乃よい学級をつくるためI!:は ，まず 1)ーダーになれる有能

な生徒を見いだして特別に指導するのがよい

(48)人間は本来善良なものである

(49)蛍走たちは一般に学習意欲に欠けている

(50)学級内の話し合いを促進するように援助して .'i笹たち

に止って何が必要であるかを自分たちで考えさせる

(51)教師は教師として見られるようにしむけることによって.

生徒をいっそううま〈指導できる

(52)最も効果的に教育するためには ，教師がその指導的立場

を捨てるべきである

(53)未成熟な学級が自主的な7・級に成長するためには，まず

教師の指導者うける必要がある

(54)教師とし、う特別の地位をおりて，生徒たちと同じ学級メ

ンパーのー人として学級の討議に参加しようとする

(5り教師は生徒たちがある特定の行為をしないようにきせる

べきである

(56)生徒たちの不安や緊張を取り除とうとして，特別の玄任

を感じる

(5り教師として四第一の条件は生徒の自発性・自主性を信頼

できるととにある

(5&)教師の指導に対して案直に従えない生徒は，効果的に学

習するととが困難である

(59)生徒の行動が有意義かつ永続的に変化するためKは，モ

れが生徒自身の自発的な行動変化でなければならない

(60)たいていの学級は熟練した教師の指噂と指示をうける必

要がある

(61)生徒たちが教簡を特別な援助者または相談相手tして干Ij

用するととを望む

35 ) 
5 MMPr.' 

(62)生徒たちがリ ーダーに額らなくなった時tL.個有の生徒

の能力が最もよく発締されるようになる

(63)教師は生徒たちがもっている極有の潜在的能力を信頼す

べきである

(64)人凶は本来反社会的・自己中心的な傾向をもっている

(65)学級が主だよくまと主っていないために，正しい決定を

することができないと思われる時には ，生徒たちにかわ

って決定してやる

(66)生徒たちが学級内で対抗A識・敵窓・不平などの感情を

表現しないようにうまく予防する

( 67)学級内の対人関係に基づく生徒たちの不平や緊張は，あ

る程度はあたりまえの現象である。

(68)教師は生徒の個人差に応じた指導法を考えるべきである

(69)教師は教側に対する生徒の非mや不平不詰を，そonか
の感情と同様に，その主主受けいれるべきである

(70)教師11常に生徒たちから高い地位をもつものとして見ら

れるようでなければならない

(71)学級づくりのためには常r-1) -ダーをふくむ構造をつく

るべきであり， ζの鱗造なしでは学級が不安定になる

(72)自分自身が生徒の行為を許容できる限界を考え，それに

もとづいて生徒たちの行動K制限を加える

(73)教師は生徒たちを望ましい目標に到達させるために，自

分の権威を行使すべきである

(74)生徒たちは自ら成長l.自ら変化するカをもっている

(7り学級の リーダーは特定の生徒の能力や資質にもとづいて

決ゐるのではなく，むしろその時の学級の必要に応じて

適任の生徒を選ばせるのがよい

、ーザウェー(出thaway• S. R .) .マyキYレイ (Mcー ル1J¥.1PI li.次に示す個人適応・社会適応It関係する人格特性

Kinley. j . C.)のミネソタ多面人格目録検査 (Minnesota を14の尺度(妥当性尺度 ，臨床尺度)で測定する項目後査であ

Mul t iphsic Pers。凶1ity Inv凹 tory)のS，?;:版として って .5 5 0の下位検査項目からなり ，検査の実施結果の粗点か

諜準化されたもむである。(阿部満州著 三京芸) ら.1;;1準得点 (Tスコア)が求められるように作成されている。
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付第3表J'VIMP1測定尺度とその人絡特性

人格特性 符 号 得点 ・ 尺度 尺 度 の 内 容

? 畢主 f.町 点 臨床尺度の信頼性に関する指隊

妥当性 L 強 布耳 点 臨床尺度の妥当性 ・防衛的餓度に関する指綴

尺 度 F 3市 Zご 当 性 t尋 点 検査央指上 の適切 に関する指綴

K K 点 ~皮一般を示し ，臨床上の取り扱いに関する指標

Hs Jし、 気 症 尺 宮Z 身体機fil!やその症状への関心、と不安に関する指傑

D 抑 うつ性尺度 相対的な気分に関 する尺 度

liY ヒ ステリ ー 尺度 転換性ヒユ テリ ー 症状との英国似程度に関する指原

Pd 精神病質的偲傍性尺度 敵~ . 量j{&盃のトラブノレ ， 反社会的行動に関する指縁

J¥l1:f 世主 皮 尺 喧E y3怯的傾向か女性的傾向かに関する指標

臨床尺度

p，. 4司 寵1¥ 1生 尺 度 感受怯と王fß株に関する指~~

Pt 精神衰弱尺度 不安と強迫観念に関する指桜

sc 精神 分 裂 性 尺 度 民?活な世主考や行動に関する指綴

恥1.. 経 そう性尺度 一般活動のレベルに関する指組

Si 社会的向性尺度|社会的活動争社会的関心などの程度に関する 指標

日「検査測定結果の集計表

諸検査・話調査の実麗結果に関する集計は，次の手続きで行なう。

1) RP 1 について

. 品等評定段階尺度は .r非常に」を~3 ， rかなりjを土

2 • rややj を~I ， rどちらでもないJを日 とする。

・調査項目3• 5では0.1:りぶ容。の評定反応を⑤とし，そ

の他の調査項目-c11 0より左寄りの評定反応を@とする。従

って .8の評定反応は@評定反bの逆の万|切になる。

2) CASrr.ついて

・検査解説書によって.tIj子得点 ClIlF..i.) ・tl準得点(不安

得点)を求める。

3) EE 1 について

・ 品I~評定段階尺度は 0， 0を1b舶に .0， 0より「たいへんよ

〈あてはまるj寄りの評定反応を$とし.0， 0より「まった

(あては主らないJ寄りの評定反応めとする。

・ ー10-斗 L0まで1..' '_ :'i..をS段階Kすろため，-L 

。.....，-". 7までき一ー・- ~- - O， ~ :tでを 1 • -0，2 

~ レi.f-ct白- 3-戸 む までを+ 1.十 O.1~十

4) G 1 1 について

・ 研修包当ifr員5名Ir.. G 1 1を実施し ，その平均的評定反

応を .G 1 1の基準評定項目とする。との基準評定項目によ

って ，研修員のG1 1実施結果との比較検討を行なう。

基準評定項弓を決めるにあたり .2つ以上の調査項目での

研修但当所長評定の総計が等しい場合には，分散が少ない調

査項目 .ffi方向により多く評定された調査項目などの順序で ，

基準評定を行なう.

ιの資料には .G 11の実路結果に関する集計表の縄献を

省略してある。

5) MMP 1について

・ 検査使用手引舎によって.妥当性尺度・臨床尺度の制点・

u準得点 (Tスコア)を求める.さらにHs(心気症尺度) . 

Pd (稽神病質的偉い性尺度) . Sc (精神分裂性尺度). 

Ma  (，径そう性尺度)の5つの尺度の組点は .各尺度の議gll

カを高めるために ，一定の比掃を乗ずるとい'lK修正をする

u守でモー 2~ ~ 二 E-;af る，
ζとになっているので.r似 PIの集計表のHs.Pd，

-39- Sc.Maの各}{民組点は .K修正点である。



1 R P 1の集計表

付第 4表 RP!ID集計

限1

'1" 

2 5 4 5 6 7 

1 1 1 1 1 2 

2 1 1 1 -1 1 

3 
， 

1 1 

A 
4 1 1 2 1 

5 1 1 2 

t. 5 5 5 :> 5 6 7 

1 2 5 。21 -2 5 2 

2 2 2 E 21 -2 5 5 

5 2 2 G 21 -2 2 5 
B 

4 2 C 1 1 -1 2 1 

5 五 21 -2 21 -2 5 5 

t.I 10 11 -2 守 -9 13 12 

1 2 2 1 1 2 2 

2 2 2 2 21 -1 1 

5 2 2 2 2 2 2 2 
C 

4 2 2 2 2 2 2 2 

5 2 2 2 z 2 2 

t. 91 10 10 ? 6 8 ? 

1 1 2 。
7 1 1 2 1 日

5 1 2 1 
DI-一

4 1 。2 

5 1 1 

トー一一 トー一
t.1 5 5 5 7 5 b 5 

1 2 2 。2 D 2 2 

2 2 。21-2 2 。
'3 2 21 -1 2 。

8 

1 

1 

1 

1 

5 

2 

2 

5 

2 

10 

2 

2 

2 

(符号説明)T:諮査実施 (T':実習前 .TI/:実習後)，T. t. 計，

i :鷲査項目 .N:実習実路回数.1 偶人 ，X 得点平均値

T" 

9 10 T. 1 2 5 4 5 6 7 8 
。 10 T. 

1 1 11 1 2 2 2 1 13 

1 1 8 2 2 2 2 2 2 2 

10 2 2 2 2 1 2 21 16 

11 2 2 2 2 21 15 

1 1 11 2 2 2 2 2 2 2 2 2 31 21 

5 5151 8 ? 7 7 61 10 ? 8 9 0183 

2 21 16 5 21 -2 31 -2 2 z 2 3 31 16 

3 21 17 2 5 2 21 -2 3 5 3 2 31 21 

一
2 21 16 5 31 -1 21 -2 2 2 5 2 31 17 

2 21 11 2 21 -1 21 -2 5 2 2 3 21 15 
ヤ一一

3 31 17 2 2 。21 -2 2 2 2 2 21 14 

12 11 77 12 12 -2 11 -10 12 11 12 12 13 83 

2 21 17 2 2 1 1 -1 01 -1 ー1 1 5 

2 21 14 2 2 2 2 2 2 3 2 3 2 I 22 I 

2 21 20 2 5 3 2 2 2 5 3 2 3 1 25 

2 2120 2 5 3 2 5 3 2 2 2 21 24 

2 21 18 2 2 2 2 2 2 5 5 2 

81 10 10 89 91 12 12 ? 8 91 10 91 10 10 98 

。 ? 2 1 1 2 1 21 13 
「ーーーー。 1 ? 2 2 1 1 1 -2 2 1 2 2 3 1 14 

11 2 ? 2 2 2 2 2 1 17 

10 2 2 5 2 2 2 5 3 3 3 1 25 

10 2 2 2 2 2 2 2 2 1 18 

一 同一ーーー・

5 5 5 ・49 91 10 7 8 5 9 1 10 9 1 10 12 87 

1 2 21 15 一2 ー2 o 1 -2 2 2 1 1 1 -2 01 -2 

。1 1 8 11 -1 01 -1 。-1 -1 1 1 -2 

-1 2 o 1 -1 01 -1 -3 -2 I 0 -7 
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E 4 1 。1 1 -1 日 1 。 1 5 2 2 2 2 2 2 2 2 2 21 20 

5 2 。。01 -2 。。。。 2 o 1 -1 。1 。。5 

t.1 9 81 -1 71 -3 4 5 日 5 51 37 2 51 -1 5 1 o 1 -3 31 14 

2 2 日 31 -1 。 。1 ? 2 2 2 21 -1 。。 1 10 

2 2 2 2 1 -1 。日 1 1 2 21 11 五 2 。11 -1 2 z 2 2 21 15 

ーー
5 2 2 。2 。2 2 2 2 21 16 1 1 2 1 01 -1 01 -1 1 5 

F 
4 2 2 。2 。1 1 。 11 10 玉 2 o 1 -2 。2 2 1 21 11 

一ト一一 一
5 2 2 。 。2 2 1 12 2 2 。1 1 -2 1 2 21 10 

t.1 10 10 2 71 -1 5 7 4 7 7158 11 q 4 31 -4 5 4 4 5 81 49 

1 2 2 1 2 2 1 1 2 21 16 2 21 -2 21 -2 2 5 5 5 31 16 

2 2 2 3 2 2 3 2 2 2 21 22 2 2 5 2 2 2 5 ろ 五 31 25 

5 (2) 匂 (3)1 C今 (2) (め (2)1 (2) (め (2~ 22 ~)I (め (玲 (勾 (勾 (2) ω(3) (劫 (3)1 25 
G 

4 2 2 2 2 2 2 2 " 5 31 22 2 2 5 2 2 2 2 2 2 31 22 

4 2 2 2 2 2 2 5 5 2 31 23 2 2 2 2 2 2 5 3 3 31 24 
一

t J (10) (1ω (11) 。)1(10) (12) (10) (10) (11) (1~ (10~ (10) (10) (9) (10) (6) (10) (14) (14) (14) (15) 112) 

1 2 2 2 5 2 2 2 2 2 31 22 2 2 5 2 2 5 2 2 21 21 I 

2 1 1 。日 1 1 。1 7 2 2 ー2 1 1 2 2 21 12 

一3 2 1 2 1 2 1 21 14 2 2 2 2 2 2 2 2 2 21 20 
日

4 1 2 。1 2 1 1 1 1 11 2 2 1 2 2 2 2 2 2 21 19 

5 1 2 11 -1 2 2 2 2 21 14 2 2 2 1 I -2 2 1 2 2 21 14 

t. ι 7 も 6 ι 7 B 7 ι 守 68 10 10 7 6 5 q 91 10 10 10 86 

T. (57) (5乃 (36) t5 0) (26) (51) (50) (39) 。2)(56) 474) (60) (64) σ1) (44) (23) (59) (59) C)6) (57) (7ω 

(x) 1.42 11.42 0.90 1.75 065 1127 1125 10.97 11.30 1.40 1.18 1.50 1.60 127 1.10 0.57 1.47 1.47 .40 .42 j1.75 1お
L ー -ーー ーーーー

( )は翁査資料を欠くととろを示す。統計的検討にあたっては，その前回と閉じ得点を代入して実施する。

2 CASの録音十表

(符号説明)S:得点{r. s. :因子得点(組点) . d. s. :.僻得点(不安得点)} . F :不安因子

付第 S表 ( J )検査実施回数l@.i目

行そ
L S 

A B C D E F G H T 「弐
d. s. 

E F G H 
T. A B C D 

i互)
Qi-J 6 8 5 7 5 1 01 31 一電喝(3寸 5 6 2 5 5 5 2 

29 
1 1(3.62) 

oー} 7 4 6 7 2 。。31 29 dー) 6 4 5 ι る 1 1 
29 

31 (3.62) 

L 2 4 5 7 。01 20 L 5 5 5 3 ι E 2 
29 

21(2) 

- 41ー



(2 )検査実施回数2回目

Q~) 4 5 5 8 b ;I: c(-) 5 2 5 8 5 3 

Q~-) 30 4 5 2 5 6 5 2 
31 (375) 

d伊) 27 
3 5 5 6 5 5 5σ5乃

L 5 4 7 。B る 。 26 L 4 5 ι 2 7 4 2 
33 

31 (4.12) 

。 21 10 ι 31 10 3 4 01 38 
トーー一

Q4 5 6 3 5 6 5 3 1 1 32 

25 。 1 6 4 2 6 2 5 1β.12) 

~ 5 5 4 5 5 4 4 254 
(42弓

T. 17 21 35 18 8 61152 
25 T. 5 4 4 3 6 5 

1 1 (3.12) 

(3)検査実施回数3~目

Q~-) 5 2 2 E 6 5 (1) 

oー) 4 る 4 3 2 1 (。 2 19 

Qi-) 5 5 る 5 5 5 (の 52?  

(3主2主5 
cH 4 5 4 5 J 

ヲ 2 (1) 
31 (2.9乃

L 2 8 1 7 2 ω) 01 21 L 5 5 7 3 6 5 (の
29 

21 (3.6勾。 8 6 7 13 2 (4) 1 1 42 。 5 4 4 7 1 (事
26 

11 ~.25) 
Q4 ι 5 2 6 6 6 (お 21 34 Q4 5 4 5 5 5 5 ω 34 

31 (425) 

T. 18 17 22 20 (Eり 81143 T. 3 5 4 
一 一一一一一一一

5 5 3 (乃 1 〔2B7)l

(4)検査実施回数4回目

Q~-) 2 (今 2 5 2 1 1 01 13 Qt) 5 (司 5 5 5 2 2 
20 

11 ~5Õ) 
d→ 5 (~ 4 4 5 日 4 61 31 

。i;-jL 2 (1) B 4 6 2 D 

dー) コ (弓 4 4 5 4 
5163) 

31 
L 3 (司 7 5 ι 5 2 

2_ill坦7)_。 。(8) 4 8 9 2 5 31 37 

一
24 。 1 (.5) 3 5 5 2 21 (3.oO) 

~ 5 (3) 2 6 5 8 5 51 37 Q4 s (唱 5 5 5 6 4 
37 

51 (462) 

T. 14/ (1η 2日 25 27 13 11 14 141 
1 

22 T 2 (め 5 4 5 2 
21 (2万)

( 5)検査実施回数5回目

Q~-) 2 4 。21 10 4 1 01 23 Q~-l 5 4 1 5 7 4 2 
1 I (3.15) 

cH る 4 4 6 3 。2 01 22 dー) ろ 4 4 5 3 
22 

1 1 (2.75) 
L 2 E 1 8 。。01 20 L 5 5 7 5 7 2 2 

2守
21 (5.62) 。 6 5 10 2 4 21 31 。 1 4 5 6 z 1ヲ
1 I (2.5乃
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( )は調査資料を欠くとζろであり，統計的検討にあたっては，その前回と同じ得点を代入して実施する。

5 E E 1の集計表

(符~説明) T :調査実施 (BT:実習事前 .AT 実習挙後)

付第 6表 Epの集計

実
BT AT 

2 3 4 5 6 7 8 守 10 T 2 5 4 5 ι 7 8 9 

A 1 。。 2 1 01 -2 3 1 
， 。。 1 。。。 5 

B 2 21 -1 。。。 日 6 。。 。日。 。。 1 5 

C 2 2 :、4 。。 o 1 -1 1 1 。。 。日 D 5 

D 。 。 01 -1 5 1 。o 1 -1 6 

E 2 2 。 D 01 -1 2 B 2 2 2 。日。 2 11 

F 。 。 D 日ー1 2 日 。 1 01 -1 。 4 

G 0 ・-1 日-1 。。。 1 1 1 1 1 1 11 -1 1 自

H 2 。 21 -1 。 8 2 2 2 2 。 2 。 o 1 12 

T 8 ? 6 5 4 4 41 -4 2 日38 ? 8 7 6 7 5 71 -2 4 3 1 54 

(X) 1日日1.12 0.75 062 口50050 050 日25。日日 0.47 1.12 1.00 0.87 日.750.87 。.620.87 日25日50日370.67 

付第 7表 1 pの集計

限
BT AT 

2 3 4 5 ι 7 B q 10 T 1 2 5 4 5 も 7 8 守 10 T.I 

A 11 -1 。 2 日 。 4 。。日。日 D 。 5 

B 日。。 1 1 -1 。 4 U -1 。 01 -1 。 1 1 -1 01 -1 

C 。。 o 1 -1 1 日 。 3 。 1 。。 1 。る|
ド一一一

D 日。 11 -1 日 1 11 -1 01 -1 。日 11 -1 。

E 。。 1 司 1 ー2 21 -2 2 日 1 1 1 1 -1 D 2 。 7 

F 01 -1 。 01 -1 。 11 -2 。 。。。日日 11 -1 。 1 1 

G 日一1 。 1 1 -1 日 ー1 日 。日

H 日-1 。日-2 21 -1 21 -2 2 1 。 1 1 -2 21 -1 1 2 7 

T.I 2 -4 c 4 -3 ーも111 -4 ろ 色 q 5 1 1 1 1 5 -1 -21 9 28 

叫 2 05C 0.00 050 0.37 0]5 ~IÕ50 0.37 075 0.11 0.62 0.12 0.2511.12 0.12 
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付第8表 Ocの集計

ミ BT AT 

1 2 5 4 5 6 7 8 ? 1日 T. 1 2 3 4 5 6 7 B ? 10 T 

A 。。。21 -1 ー1 1 。01 -1 日 1 。。日 。1 。。日 3 

B 。。 01 -1 -1 。日 。 口 1 日 日一1 。日 日 。
C ー1 。01 -1 日 。。01 -1 ー4 日 。1 。。。。。。。
D -1 11 -1 日 。日 01 -2 -1 -1 -1 ー1 。1 1 -1 -1 5 

E 01 -1 2 21 -1 。口 日 。5 。。2 01 -1 1 日 日 。。2 

F ー1 -2 1 。 -6 -1 日 01 -1 。。日 -1 -1 -5 

G 1 日 -1 日 01 -1 一1 -3 。1 11 -1 1 1 -1 -1 

H 。21 -2 11 -1 -1 -2 ー2 -2 2 2 21 -1 1 1 -1 -1 2 

T. -5 一2 51 -3 日 41 -3 ー4 -6 -15 -3 5 81 -1 1 日 4 1 -4 -4 ィ1_ 0

(x) 062 02510.62 0.37 日.12日日D050 037 0501075 0.18 0.3710.37 1D010.12 日申色 ODO 050 050 050 

付第9表 lcの集計 (BT)

IX 1 2 5 4 5 6 7 B 可 10 11 12 13 14 15 16 T. 

A -2 1 2 2 2 2 1 1 -2 21 -2 11 -2 2 2 11 

B 。 。日 -1 。ロー1 11 -1 日 。1 日戸

C 一1 。日 1 日 1 1 11 -1 01 -1 。日 。
D -1 1 11 -1 1 1 -1 01 -1 。。
E 2 。。。 2 2 。。 。 1 11 

F -1 。01 -1 2 01 -2 11 -2 11 -1 。11 -1 

G 1 。。1 1 1 -1 01 -1 。。。。日 2 

H 1 2 2 21 -2 1 1 -2 1 1 -2 2 21 10 

T. -5 ι 5 4 2 8 ? 51-10 81-10 41 -7 5 7 61 351 

(司 0621075 日β21050日251.00 1.12 062 125 1DO 1.25 050 0871037 

付第 J0表 1 cの集計 (AT)

1~11 2 5 4 5 6 7 8 ? 10 11 12 13 14 15 16 T. 

A 。。。1 1 。1 1 -1 1 1 色

B 。日 日 日 。日 日 日 日 日 日 日 日 。2 

C 日 1 日 1 1 -1 日 。。。1 1 1 8 

D -1 。。1 1 1 -1 1 1 -1 01 -1 。。。2 

ー
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E 01 -1 。自 。。日 。 1 I -1 。1 1 4 

F 。。。日 1 1 01 -1 。。01 -1 。。01 -1 

G 。1 1 1 1 1 1 -1 1 1 -1 11 -1 1 q 

H -2 2 2 1 2 2 21 -2 11 -2 1 1 -2 1 2 21 11 

T -5 4 5 4 5 5 7 61 -5 51 -6 51 -6 5 6 61 41 

(i) 062 050 0.62 050 062 062 OB7 OJ5 日.620.62 OJ5 口62OJ5 062 。75OJ5 0.32 

4 G 1 1の評定基準

付第 2図 G 1 1の評定基準項目

+4 74 ..................・・ e・・・・a・・・...............ー・・・................................. きわめてよく あてはまる

制ト339 48 57 

BU q 
+2 7111 18 22 25 32 59 63 69 ....ー......................・ーー.........ー..... かなりよくあてはまる

等
+1 21 3 9110 17 21 23 26 33 37 41 42 50 61 68 

If 
定

日 512 14 15 19 24 27 35 36 38 40 45 46 52 54 沖21711吋段 どちらでもたい

階
-1 618 13 16 20 28 ?9 五日 34 43 44 53 58 67 72 

尺
度

一231 47 49 51 55 60 65 66 73 ....・・・・・・・・ー.....ー・.......・・・・・・・・・・ー...・ー・. かなりあては土らない

-3 11 4 70 

-4 64 ....・・・・・・・・・・・.・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.... まったくあてはまらない

5 MMPIの集計表

(符号説明) S:尺度 (Sv:妥当性尺度 .Sc 臨床尺度)

S' :下位尺度

付第 11表 MMPIの集計 (r.s.) 

際
Sv Sc 

? L F K T Hs D Hy Pd Mf Pa Pt Sc rvla S， T 

A 88 5 15 109 21 23 19 18 18 7 4 41 10 91 114 

B 14 8 71 11 40 81 32 18 18 30 I 10 28 40 17 37 238 

C 22 6 31 20 51 61 26 19 24 23 6 12 81 18 14 156 

D 38 4 51 13 6日 11 18 23 20 16 91 12 81 14 15 146 

s" E 63 6 5 11 日5 31 19 12 21 14 41 24 24 17 16 154 

F ? ? 41 20 42 6 22 18 20 17 5 61 18 19 11 142 

G 13 6 21 25 46 31 22 22 22 22 5 81 18 ー17 15 152 

H 23 5 31 21 5口 91 25 19 20 21 71 10 12 13 11 147 
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t. 270 47 30 136 483 48 187 150 163 161 51 104 132 125 

A 82 4 2 13 101 5 1 22 13 11 17 2 6 2 5 13 96 

B 59 6 6 18 89 61 29 15 17 20 71 14 22 11 21 162 

C 。7 61 23 24 25 28 25 11 12 18 10 22 181 

D 27 7 1 14 49 21 21 20 22 1日 18 16 17 19 172 

AT E 81 6 7 71 101 21 19 81 10 18 71 28 28 19 19 158 

F -4 11 21 2日 日 20 19 13 22 5 4 6 19 11 119 

G 38 7 51 16 ιι 2' 23 21 17 20 16 2' 14 19 14 148 

日 4 7 5 11 25 11 22 23 18 24 7' 14 61 17 91 151 

t. 295 55 32 40 180 145 134 168 65 98 112 117 128 1187 

付第 12表 九伽!Pl実施結果 (d.;.)矢印は標準得点以上(あるいは最iiI標準得点以下)を示す

陸¥
Sy Sc 

一? L F K T. Hs D 時r Pd Mi Pa Pt Sc Ma Si T. 

A ↑75 50 32 53 210 22 41 46 37 33 38 ↓21 ↓21 5日 2宮 311 
卜一一

B 52 61 46 45 204 35 60 44 37 57 46 45 61 47 56 488 

C 56 54 37 63 210 31 47 46 50 43 36 ↓71 ↓21 49 28 372 

D 64 46 41 49 200 41 31 53 41 29 43 ↓21 ↓21 40 29 349 

BT E 73 54 41 45 213 24 33 33 44 24 31 38 37 47 30 341 

F 49 65 39 ιE 216 31 39 44 41 31 33 ↓21 28 51 24 343 

G 51 54 玉4 73 212 24 39 51 46 41 28 ↓21 28 47 29 354 

H I 56 43 37 65 201 ヨ7 45 46 41 39 38 ↓21 ↓21 37 24 349 

t.1476 427 307 456 1666 245 3?:5 363 337 297 293 209 238 348 242 2907 

伊)
59. 53 38. 57 52 30 41. 45. 42. 37. 36 26. 29 43 30 36 
50 37 37 。。 03 62 匂 37 15 12 62 12 62 50 25 33 

A j75 43 34 49 201 28 5守 35 23 31 26 ↓21 ↓21 27 272 

B 72 54 43 59 228 31 53 39 35 37 38 21 34 32 36 356 

C 40 57 43 る? 209 31 43 56 58 47 48 ↓21 28 3D 58 4日日
ヤ一一-

D 58 57 30 50 195 35 37 49 41 41 46 28 25 47 34 383 

~ E ↑75 54 46 37 212 22 33 26 21 33 38 45 43 51 34 玉461

F 44 72 43 63 222 ↓20 35 46 27 41 33 ↓21 ↓21 51 24 319 

G 43 57 41 55 19凸 22 41 49 35 37 60 ↓21 22 51 28 !:/'6 

H I 44 57 37 41 39 53 18 45 38 21 ↓21 42 22 34日
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